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し 

 

は
じ
め
に 

 

平
成
二
十
四
年
十
月
、
故･
久
世
嘉
太
郎
氏
の
作
品
展
が
津
幡
町
で
開
催
さ
れ
た
。
絵
画

や
仏
像
彫
刻
な
ど
の
多
彩
な
作
品
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
倶
利
伽
羅
三
十
三
観

音
の
押
し
絵
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
音
を
詠
ん
だ
歌
が
目
に
と
ま
っ
た
。
押
し
絵
と
は
久
世

氏
の
詳
細
な
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
倶
利
伽
羅
の
三
十
三
観
音
に
つ
い
て
は
『
倶
利
伽
羅
峠

の
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
』(

平
成
四
年
／
小
矢
部
市
教
育
委
員
会
・
小
矢
部
市
婦
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
講
座)

に
調
査
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
故･

京
田
良
志
氏
が
監
修
さ
れ
て

お
り
、
詳
細
な
調
査
報
告
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
池
田
紀
子
氏
と
、
倶

利
伽
羅
三
十
三
観
音
の
現
状
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
は
平
成
二
十
四
年
十
月
中
旬
か
ら
十

一
月
中
旬
に
か
け
て
数
回
行
っ
た
。
一
日
目
は
三
十
三
観
音
の
う
ち
の
二
十
九
体
を
確
認

し
、
後
日
あ
ら
た
め
て
残
り
の
四
体
を
確
認
し
た
。
二
日
目
は
そ
の
残
る
四
体
の
確
認
だ

っ
た
の
で
、
倶
利
伽
羅
山
中
や
周
辺
地
域
の
他
の
石
仏
も
合
わ
せ
て
調
査
を
行
っ
た
。
こ

の
調
査
で
は
『
野
仏
』(

平
成
四
年
／
津
幡
町
津
幡
公
民
館
・
た
ん
ぽ
ぽ
グ
ル
ー
プ)

と
『
ふ

る
さ
と
の
石
仏 

第
一
集
～
第
十
二
集
』(

昭
和
五
十
五
年
～
平
成
二
年
／
小
矢
部
市
婦
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
ふ
る
さ
と
グ
ル
ー
プ)

を
参
考
に
し
た
。
さ
ら
に
後
日
、
砺
波
市

の
尾
田
武
雄
氏
と
共
に
、
手
向
神
社
と
末
社
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
石
造
物
の
再
調
査

を
行
っ
た
。
ま
た
手
向
神
社
を
兼
務
さ
れ
て
い
る
津
幡
町
竹
橋
の
倶
利
伽
羅
神
社
の
十
握

龍
也
宮
司
に
、
資
料
提
供
や
調
査
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
十
二
月
二
十
三
日
に
宮
司
と
氏

子
の
方
々
の
ご
厚
意
で
、
手
向
神
社
石
殿
内
の
御
神
体
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
翌
平
成
二
十
五
年
五
月
十
日
に
は
、
竹
橋
倶
利
伽
羅
神
社
に
祀
ら
れ
て

い
る
御
神
体
も
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
を
含
め
、
津
幡
町
倶
利
伽
羅
、

笠
谷
、
小
矢
部
市
埴
生
、
石
動
地
区
等
の
石
仏
・
石
塔
の
調
査
を
行
っ
た
。 

倶
利
伽
羅
三
十
三
観
音
の
現
状
に
つ
い
て
は
別
稿
で
の
報
告
と
し
て
、
こ
こ
で
は
手
向

神
社
や
そ
の
末
社
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
石
仏
や
石
神
等
の
報
告
を
し
た
い
。 

 

手
向
の
神 

手
向
の
神
は
峠
や
そ
の
麓
に
あ
っ
て
、
旅
の
安
全
を
守
護
す
る
神
で
あ
る
。
手
向
の
神

の
語
源
は
、
花
な
ど
を
手
向
け
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
る
。
手
向
神
社
は
全
国
に

分
布
し
て
い
る
が
数
は
少
な
い
。
氷
見
市
柳
田
の
手
向
神
社
や
小
矢
部
市
松
尾
の
手
向
社

(

松
尾
神
社
に
合
祀)

で
は
、
道
の
神
で
あ
る
猿
田
彦
神
を
祭
神
と
し
て
い
る
。 

手
向
の
神
の
発
祥
は
不
詳
で
あ
る
が
、
『
万
葉
集
巻
十
七
』
に
「
刀
奈
美
夜
麻 

多
牟
気

能
可
味(

砺
波
山 

手
向
の
神)

」
と
詠
わ
れ
て
い
る
。
砺
波
山(

倶
利
伽
羅)

の
手
向
の
神
で

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
『
三
代
實
録
巻
三
十
三
』
に
は
「
元
慶
二
年
五
月
八
日
癸
卯
、
授
二

越
中
國
正
六
位

上
手
向
神
從
五
位
下
一

」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
越
中
国
の
何
処
の
手
向
の
社
で
あ

る
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

倶
利
伽
羅
の
手
向
の
神
は
、
砺
波
山
の
峠
に
あ
っ
て
、
当
初
は
道
中
安
全
を
祈
願
す
る

道
祖
神
的
な
要
素
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

長
楽
寺 

 

長
楽
寺
は
高
野
山
真
言
宗
の
寺
院
で
不
動
明
王
を
本
尊
と
し
て
い
た
。「
加
州
倶
利
迦
羅

山
不
動
尊
縁
起
」(

倶
利
伽
羅
不
動
寺
所
蔵)

に
よ
る
と
、
養
老
初
年
に
善
無
畏
三
蔵
が
来

日
し
て
創
建
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
「
倶
利
迦
羅
山
古
力
迦
羅
竜
王
起
源
」(

金
沢
市
宝
集

寺
所
蔵)

で
は
、
養
老
二
年
三
月
に
善
無
畏
三
蔵
が
こ
の
峠
に
登
り
、
池
に
住
む
大
蛇
を
退

治
し
て
倶
利
伽
羅
龍
王
の
像
を
書
き
残
し
た
。
そ
し
て
弘
仁
三
年
、
空
海
が
こ
の
地
を
巡

錫
の
折
に
寺
を
創
建
し
た
と
さ
れ
る
。 

 

寿
永
二
年
、
こ
の
あ
た
り
は
源
平
合
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
。
兵
火
に
よ
っ
て
堂
宇
が
失

わ
れ
、
寺
は
衰
退
し
た
。
そ
し
て
慶
長
年
間
、
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
光(

後
に
利
常
と

改
名)

の
命
で
、
秀
雅
上
人
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
。
天
保
七
年
十
一
月
七
日
に
門
前
の
茶
屋



か
ら
出
火
し
、
宿
坊
以
外
を
全
焼
し
た
。
仏
像
や
他
の
宝
物
等
は
、
延
焼
前
に
持
ち
出
さ

れ
た
。
そ
の
後
仮
殿
が
建
て
ら
れ
た
の
だ
が
、
明
治
二
年
十
二
月
、
神
仏
分
離
の
際
に
廃

寺
と
な
っ
た
。 

 

長
楽
寺
の
仏
像 

 

明
治
の
神
仏
分
離
以
降
、
長
楽
寺
の
仏
像
等
は
近
隣
の
寺
院
に
譲
渡
さ
れ
た
。
そ
の
主

な
も
の
を
列
記
す
る
と
… 

◎
長
楽
寺
本
尊
の
不
動
明
王
、
愛
染
明
王
、
千
手
観
音
、
善
無
畏(

像
容
は
弘
法
大
師)

→

金
沢
市
寺
町
一
丁
目
の
高
野
山
真
言
宗
宝
集
寺
。 

◎
倶
利
伽
羅
不
動
→
倶
利
伽
羅
の
高
野
山
真
言
宗
不
動
寺
。 

◎
仁
王
、
十
王
→
小
矢
部
市
埴
生
の
浄
土
宗
医
王
院
。 

◎
延
命
地
蔵
、
大
般
若
経
六
百
巻
→
小
矢
部
市
観
音
町
の
高
野
山
真
言
宗
観
音
寺
。 

◎
阿
弥
陀
如
来
→
津
幡
町
倉
見
の
浄
土
宗
專
修
庵
→
倶
利
伽
羅
の
高
野
山
真
言
宗
不
動
寺
。 

◎
秀
雅
上
人
像
→
俵
家
→
倶
利
伽
羅
中
坂
の
秀
雅
堂
。 

 

ま
た
倶
利
伽
羅
山
中
の
石
仏
も
近
隣
の
寺
院
や
個
人
宅
に
譲
渡
さ
れ
、
守
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
石
仏
の
譲
渡
に
関
し
て
は
、
口
伝
の
み
で
確
か
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

長
楽
寺
墓
地
の
石
塔
・
石
仏 

 

四
社
権
現
の
南
に
長
楽
寺
の
墓
地
が
あ
る
。
現
在
は
公
園
が
整
備
さ
れ
、
墓
地
と
つ
な

が
っ
て
い
る
。
墓
地
の
入
り
口
に
は
、
万
葉
集
の
手
向
之
神
の
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

墓
地
に
は
十
数
基
の
墓
標
と
数
体
の
石
仏
等
が
点
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
石
仏
も
墓
標

と
し
て
彫
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
墓
地
の
い
ち
ば
ん
奥
に
は
十
握
家
の
新
し
い
墓
標
が
建

て
ら
れ
て
お
り
、
近
年
は
一
般
の
方
々
の
墓
標
も
い
く
つ
か
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

無
縫
塔
は
五
基
現
存
し
て
お
り
、
も
っ
と
も
大
き
な
も
の
は
長
楽
寺
第
六
代
圭
傳
の
墓

標
で
、
寛
保
元
辛

酉

歳
三
月
八
日
寂
の
銘
が
読
み
取
れ
る
。
十
握
家
墓
所
の
い
ち
ば
ん
奥
に

建
て
ら
れ
て
い
る
無
縫
塔
が
秀
雅
の
墓
標
で
あ
ろ
う
か
、
磨
滅
が
激
し
く
刻
文
は
全
く
判

読
で
き
な
い
。
赤
戸
室
石
製
の
笠
付
型
の
墓
標
は
第
五
代
周
傳
の
墓
標
で
「
元
禄
十
丁

丑

年

／
八
月
■
日
寂
」
の
銘
が
入
っ
て
い
る
の
だ
が
、
明
治
初
頭
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
倶

利
伽
邏
山
長
楽
寺
系
図
』(

十
握
家
所
蔵)

に
は
元
禄
十
年
三
月
一
日
寂
と
記
さ
れ
て
お
り

相
違
が
み
ら
れ
る
。
笏
谷
石
製
の
笠
付
型
の
墓
標
は
第
十
六
代
寛
龍
の
墓
標
で
「
文
化
十

酉
年
／
九
月
三
日
寂
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
笏
谷
石
製
の
舟
光
背
型
の
半
跏
地
蔵
は

「
阿
■
梨
観
秀
／
寛
政
六
甲
寅
年
／
五
月
四
日
」
の
銘
が
入
っ
て
お
り
、
第
十
四
代
観
秀

の
墓
標
で
あ
る
。
ま
た
墓
地
内
に
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
一
石
五
輪
塔
や
宝
篋
印
塔
の
残
欠

な
ど
も
み
ら
れ
る
。 

 

公
園
整
備
の
際
に
、
今
石
動
城
代
篠
島
織
部
清
了
の
墓
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

は
、
清
了
の
五
代
目
の
孫
で
あ
る
清
英
に
よ
っ
て
元
禄
十
四
年
に
再
興
さ
れ
た
こ
と
を
示

す
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
私
自
身
は
精
読
し
て
い
な
い
の
で
『
歴
史
秘
話 

倶
利
伽
羅
峠
』

(

昭
和
六
十
三
年
／
高
山
精
一)

に
記
さ
れ
て
い
る
銘
文
を
転
記
す
る
。
右
扉
は
「
卒
元
和

元
乙
卯
／
清
了
院
殿
松
■
示
芳
居
士
俗
名
号
篠
島
織
部
／
十
月
」、
左
扉
は
「
傾
覆
篠
■
後

嗣
第
五
世
之
孫
主
馬
清
英
再
興
之
者
／
元
禄
十
四
年
己
年
十
月
晦
日
」。 

赤
戸
室
石
製
の
角
柱
型
の
石
塔
は
、
正
面
に
観
音
立
像
を
浮
彫
り
に
し
、
左
側
面
に
大

日
報
身
真
言
の
「
ア
・
ヴ
ィ
・
ラ
・
ウ
ン
・
ケ
ン
」
の
梵
字
を
刻
み
、
右
側
面
に
は
「
南

無
妙
法
蓮
華
経
」
の
髭
題
目
を
刻
ん
で
い
る
。
裏
面
に
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、

磨
滅
が
激
し
く
、「
九
月
十
七
日
」
を
判
読
す
る
の
み
で
あ
る
。
長
楽
寺
歴
代
の
墓
標
で
は

な
く
、
武
家
の
墓
標
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
石
塔
は
、
近
隣
の
日
蓮
宗
寺
院
が
関
係
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
矢
部
市
八
和
町
の
日
蓮
宗
本
行
寺
は
、
以
前
は
津
幡
町
に
あ
っ
た

の
で
、
山
号
を
津
幡
山(

シ
ン
パ
ン
サ
ン)

と
称
し
て
い
る
。
本
行
寺
は
今
石
動
城
の
す
ぐ

そ
ば
で
あ
り
、
墓
地
に
は
前
田
利
秀
の
墓
標
で
あ
る
五
輪
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
今
石

動
城
代
と
長
楽
寺
お
よ
び
本
行
寺
と
の
関
係
が
う
か
が
え
る
よ
う
だ
。 

 

手
向
神
社
と
そ
の
末
社 

 

手
向
神
社
と
末
社
の
御
神
体
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
『
歴
史
秘
話 

倶
利
伽
羅
峠
』
に

記
載
さ
れ
て
い
る
明
治
四
年
の
『
社
号
書
上
帳
』
の
記
述
を
転
記
し
て
お
こ
う
。 



加
賀
国
河
北
郡
倶
利
伽
羅
村
鎮
座 

⑴
素
戔
嗚
社
式
外 

一
、
社
頭
丂
間
四
方
但
シ
天
保
丂
年
十
一
月
四
日 

焼
失
ニ
付
仮
殿 

一
、
祭
神 
素
戔
嗚
尊 

養
老
二
年
三
月
勧
請
・倶
利
迦
羅
大
龍 

丌
動
ト
唱
候
処
御
一
新
ニ
付
相
改 

一
、
神
位 

無
シ 

一
、
祭
日 

三
月
十
八
日
、
八
月
十
八
日 

一
、
社
地 

九
千
八
百
三
十
二
武
計 

二
七
千
四
百
十
一
武 

計
地
子
免
除
地 

内 

四
百
五
十
二
武
計
畑 

内 

二
七
九
百
五
十
九
武
計 

雑
木
林 

一
、
元
正
天
皇
勅
願
所
ノ
由
候
復
共
証
書
焼
失
丌
詳 

宸
幹
等
無
御
座
候 

一
、
社
領 

現
米
高
六
十
二
石
二
斗
八
升
三
合 

河
北
郡
倶
利
伽
羅
村
地
内 

建
久
丂
年
十
月
征
夷
大
将
軍
頼
朝 

郷
依
リ
為
領
内
指
四
至
寄
附
書
見
在 

一
、
神
職 

白
普
請
付
候 

一
、
付
請
に
候
処
明
治
三
年
十
月
神
職
白
普
請
申
付
候 

摂
社
…
…
本
社
々
鎮
座
地 

⑵
御
影
社 

一
、
社
頭 

九
尺
四
方 

一
、
祭
神 

素
戔
嗚
尊 

 

勧
請
未
詳 

末
社
本
社
々
地
内
鎮
座 

⑶
峰
御
前
八
幡
宮 

一
、
社
頭 

四
尺
五
寸
ニ
三
尺
五
寸 

一
、
祭
神 

応
神
天
皇
相
殿
菅
原
利
家
郷 

勧
請
年
記
未
詳 

末
社
本
社
々
地
内
鎮
座 

⑷
愛
宕
社 

一
、
社
頭 

三
尺
五
寸
ニ
三
尺 

一
、
祭
神 

軻
遇
突
智
命
勧
請
年
記
未
詳 

末
社
本
社
々
地
内
鎮
座 

⑸
白
山
社 

一
、
社
頭 

三
尺
五
寸
ニ
三
尺 

一
、
祭
神 

菊
理
媛
命 

勧
請
年
記
未
詳 

末
社
本
社
々
地
内
鎮
座 

⑹
大
峰
座
主
社 

一
、
社
頭 

三
尺
五
寸
ニ
三
尺 

一
、
祭
神 

国
常
立
尊 

勧
請
年
記
未
詳 

末
社
同
所
字
猿
が
馬
場
ニ
鎮
座 

⑺
日
吉
社 

一
、
社
頭 

五
尺
ニ
四
尺
五
寸 

鳥
居
一
ヵ
所 

一
、
祭
神 

大
山
咋
命 

勧
請
年
記
未
詳 

末
社 

同
所
鎮
座 

⑻
勝
手
社 

一
、
社
頭 

三
尺
ニ
二
尺
五
寸 

鳥
居
一
ヵ
所 

末
社 

同
所
鎮
座 

一
、
祭
神 

神
号
丌
知 

勧
請
年
記
未
詳 

⑼
稲
荷
社 

一
、
社
頭 
三
尺
ニ
二
尺
五
寸 

一
、
祭
神 
倉
稲
魂
命 

勧
請
年
記
未
詳 



末
社 

同
所
鎮
座 

⑽
辻
宮
八
幡
宮 

一
、
社
頭 

三
尺
ニ
二
尺
五
寸 

一
、
祭
神 

応
神
天
皇 

勧
請
年
記
未
詳 

末
社 

同
所
鎮
座 

⑾
富
士
社 

一
、
社
頭 

六
尺
ニ
五
尺 

一
、
祭
神 

木
花
開
邪
媛
命 

勧
請
年
記
未
詳 

一
、
神
職 

十
握 

喬 

正
龍 

右
家
一
助
真
言
宗
ニ
テ
長
楽
寺
ト
称
来
候
処
、 

明
治
二
年
十
二
月
復
飾
申
付
候 

 

手
向
神
社
と
末
社
の
祭
神
に
つ
い
て 

『
社
号
書
上
帳
』
に
は
、
素
戔
嗚
社
の
本
社
、
末
社
を
合
わ
せ
た
十
一
社
の
九
柱
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
石
川
県
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
に
よ
る
と
、
現
在
で
は
、
手

向
神
社
は
神
功
皇
后
を
合
祀
し
て
い
る
。 

◎
素
戔
嗚
尊(

建
速
須
佐
之
男
命)

は
伊
弉
諾
命
と
伊
弉
冇
命
の
子
。
天
照
大
神
の
弟
。
櫛

名
田
比
売(

奇
稲
田
姫)

を
妻
と
す
る
。
後
に
神
大
市
比
売(

大
歳
御
祖
神)
を
妻
と
し
た
。

八
岐
大
蛇
を
退
治
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
衹
園
信
仰
、
津
島
信
仰
、
氷
川
信
仰
の
祭
神

と
さ
れ
る
。
全
国
の
八
坂
神
社
、
素
戔
嗚
社
の
総
本
社
で
あ
る
京
都
八
坂
神
社
の
主
祭
神
。

明
治
の
神
仏
分
離
の
際
に
、
衹
園
神
社
か
ら
八
坂
神
社
に
改
め
ら
れ
た
。
衹
園
信
仰
、
津

島
信
仰
で
は
、
本
地
は
牛
頭
天
皇
と
さ
れ
る
。 

◎
応
神
天
皇
は
第
十
五
代
天
皇
で
、
誉
田
別
命
。
仲
哀
天
皇
と
神
功
皇
后(

気
長
足
姫
尊)

の
子
。
日
本
武
尊
の
孫
。
仁
徳
天
皇
の
父
。
全
国
の
八
幡
神
社
の
総
本
宮
で
あ
る
宇
佐
神

宮
の
祭
神
。
本
地
仏
は
阿
弥
陀
如
来
。 

◎
菅
原
利
家
は
、
加
賀
藩
初
代
藩
主
前
田
利
家
。 

◎
軻
遇
突
智
命(

火
之
迦
具
土
神)

は
火
結
命
と
同
一
神
で
あ
り
、
伊
弉
諾
命
と
伊
弉
冇
命

の
子
。
愛
宕
神
社
総
本
社
の
若
宮
の
祭
神
。
愛
宕
神
社
に
お
け
る
本
地
仏
は
将
軍
地
蔵
。

ま
た
江
戸
時
代
以
降
、
秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
の
祭
神
に
も
な
っ
た
。
秋
葉
神
社
で
は
三

尺
坊
を
秋
葉
権
現
と
す
る
。
火
の
神
で
あ
り
、
火
伏
の
神
で
あ
る
。 

◎
菊
理
媛
命(

菊
理
媛
神)

は
白
山
比
咩
神
と
同
一
神
。
『
古
事
記
』
に
は
登
場
せ
ず
『
日

本
書
紀
』
の
一
説
に
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
伊
弉
諾
命
と
伊
弉
冇
命
を
仲
直
り
さ

せ
た
と
さ
れ
る
。
白
山
三
宮
の
祭
神
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
初
期
よ
り
白
山
本
宮
の
主

祭
神
と
な
っ
た
。
本
地
仏
は
十
一
面
観
音
。 

◎
国
常
立
尊(

国
之
常
立
神)

は
、
神
世
七
代
の
初
代
神
。
独
神(

性
別
の
な
い
神)

で
、
姿

を
現
さ
な
い
。
国
土
の
守
護
神
。
本
地
は
蔵
王
権
現
。
な
お
蔵
王
権
現
は
、
大
己
貴
命
、

少
彦
名
命
、
日
本
武
尊
、
金
山
毘
古
命
の
本
地
で
も
あ
る
。 

◎
大
山
咋
命(

山
末
之
大
主
神)

は
、
大
年
神
と
ア
メ
ノ
チ
カ
ル
ミ
ヅ
ヒ
メ
の
子
。
全
国
の

日
枝
神
社
で
あ
る
大
津
市
の
日
吉
大
社
東
本
宮
の
祭
神
。
西
本
宮
の
祭
神
で
あ
る
大
物
主

神
と
の
二
柱
を
山
王
と
称
す
る
。
ま
た
松
尾
大
社
の
祭
神
で
も
あ
り
、
全
国
の
松
尾
神
社

の
祭
神
と
な
っ
て
い
る
。 

◎
倉
稲
魂
命(

宇
迦
之
御
魂
神)

は
、
素
戔
嗚
尊
と
神
大
市
比
売(

大
歳
御
祖
神)

の
子
。
全

国
の
稲
荷
神
社
の
総
本
社
で
あ
る
伏
見
稲
荷
大
社
の
祭
神
。
本
地
仏
は
荼
枳
尼
天
。 

◎
木
花
開
邪
媛
命(

木
花
之
佐
久
夜
毘
売)

は
大
山
衹
神(

大
山
津
見
神)

の
子
。
石
長
比
売

(

磐
長
姫)

の
妹
。
天
照
大
神
の
孫
の
瓊
瓊
杵
尊(

邇
邇
芸
命)

の
妻
。
全
国
の
浅
間
神
社
の

総
本
山
で
あ
る
富
士
山
本
宮
浅
間
神
社
の
祭
神
。
社
伝
で
は
、
木
花
開
耶
媛
命
は
水
の
神

で
あ
り
、
噴
火
を
鎮
め
る
た
め
に
富
士
山
に
祀
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
安
産
の
神
と
も
云

わ
れ
る
。
ま
た
ホ
デ
リ
・
ホ
ス
セ
リ
・
ホ
オ
リ
を
火
中
出
産
し
た
こ
と
か
ら
火
の
神
と
も

さ
れ
る
。
初
代
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
は
、
ホ
オ
リ
の
孫
で
あ
る
。
木
花
開
耶
媛
命
は
酒

解
子
神
と
も
称
さ
れ
酒
造
の
神
と
も
さ
れ
て
い
る
。
本
地
仏
は
大
日
如
来
。 

◎
神
功
皇
后
は
、
息
長
宿
禰
王
と
カ
ズ
ラ
キ
ノ
タ
カ
ヌ
カ
ヒ
メ
の
子
。
第
十
四
代
仲
哀
天

皇
の
皇
后
。
気
長
足
姫
尊(

息
長
帯
比
売
命)

。
応
神
天
皇
の
母
。
全
国
の
八
幡
神
社
の
総

本
宮
で
あ
る
宇
佐
神
宮
の
、
八
幡
三
神
の
一
柱
。
全
国
の
住
吉
神
社
の
総
本
社
で
あ
る
大

阪
の
住
吉
大
社
の
、
住
吉
大
神
の
一
柱
。 



手
向
神
社
石
殿
と
御
神
体 

明
治
初
頭
の
手
向
神
社
に
つ
い
て
は
『
民
俗
民
芸
双
書
90
・
信
仰
と
民
俗
』(

昭
和
五
十

七
年
／
小
倉
学)

に
「
古
老
の
伝
承
を
書
き
留
め
た
と
思
わ
れ
る
小
島
伊
三
郎
氏
の
手
記
」

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

時
ノ
住
職
ハ
明
治
元
年
神
仏
混
淆
廃
止
ニ
付
、
同
二
年
十
二
月
由
緒
ア
ル
長
楽
寺
ヲ
廃
シ

復
飾
セ
リ
、
同
四
年
社
領
ハ
上
地
ト
ナ
ル
、
同
五
年
丌
動
堂
ヲ
社
殿
ト
ナ
シ
手
向
社
ト
称

シ
、
同
六
年
郷
社
ニ
列
セ
ラ
ル
、
護
摩
堂
ヲ
奥
ノ
院
ニ
移
シ
、
十
握
喬
神
職
ト
ナ
ル 

 
 
 

護
摩
堂
ノ
鏡
板
ニ
彫
刻
シ
ア
ル
ハ
大
童
子
・
三
十
六
童
子
像
ヲ
石
工
ヲ
雇
ヒ
削
除
キ
、
此
石

堂
ヲ
本
堂
跡
ヘ
移
シ
手
向
神
社
ノ
奥
ノ
院
ト
シ[

現
存
シ
ル
モ
毀
損
シ
テ
古
ノ
観
ヲ
失
フ](

以

下
省
略) 

 

現
在
の
手
向
神
社
の
石
殿
は
、
長
楽
寺
の
御
影
堂
で
あ
っ
た
。
明
治
の
神
仏
分
離
の
際

に
長
楽
寺
は
廃
寺
と
な
り
、
長
楽
寺
の
仮
殿
が
素
戔
嗚
社
と
し
て
残
さ
れ
た
。
明
治
四
年

の
『
社
号
書
上
帳
』
に
は
、
本
社
は
素
戔
嗚
社
式
外
、
長
楽
寺
の
御
影
堂
で
あ
っ
た
御
影

社
が
摂
社
と
記
さ
れ
て
い
る
。
素
戔
嗚
社
は
、
明
治
五
年
に
手
向
社
と
改
称
、
明
治
六
年

に
郷
社
に
列
し
、
明
治
七
年
に
手
向
神
社
と
な
っ
た
。
明
治
五
年
の
絵
図
に
は
長
楽
寺
の

仮
殿
が
「
本
社
七
間
四
面
」、
現
在
の
和
光
塔
の
位
置
に
「
摂
社
／
石
殿
九
尺
四
方
／
四
方

高
欄
付
」
が
描
か
れ
て
い
る
。『
民
俗
民
芸
双
書
90
・
信
仰
と
民
俗
』
に
よ
る
と
明
治
六
年

に
こ
の
石
殿
が
手
向
神
社
の
本
殿
に
あ
て
ら
れ
て
移
築
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
津
幡

町
史
』
に
『
石
川
県
史
蹟
名
勝
調
査
報
告
第
二
輯
』
の
大
正
時
代
の
手
向
神
社
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
該
当
地
に
は
木
造
の
社
殿
が
写
っ
て
い
る
の
で
石
殿
の
移
築
は
そ
れ
以

降
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
三
十
五
年
に
不
動
寺
境
内
の
南
東
隅
に
、
北
に
面

し
て
移
建
。
昭
和
四
十
七
年
に
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。 

長
楽
寺
廃
寺
に
伴
い
、
勝
龍
住
職
は
十
握
喬
と
し
て
神
職
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

十
握
家
は
昭
和
九
年
に
竹
橋
へ
移
ら
れ
、
現
在
は
龍
也
宮
司
が
倶
利
伽
羅
神
社
を
務
め
ら

れ
、
手
向
神
社
を
兼
務
さ
れ
て
い
る
。 

手
向
神
社
の
石
造
神
殿
は
、
笏
谷
石
製
で
九
尺
四
方
。
慶
長
十
六
年
に
加
賀
三
代
藩
主

利
常
が
兄
利
長
の
病
気
平
癒
を
祈
願
し
て
立
願
、
同
十
九
年
に
落
成
。
石
殿
の
壁
面
に
彫

ら
れ
て
い
た
の
は
不
動
明
王
の
眷
属
で
あ
る
八
大
童
子
と
三
十
六
童
子
で
あ
り
、
こ
れ
ら

は
す
べ
て
削
り
落
と
さ
れ
、
そ
の
痕
跡
も
僅
か
で
あ
る
。
こ
の
石
殿
は
長
楽
寺
の
護
摩
堂

と
の
記
録
も
あ
る
の
だ
が
、
内
部
に
は
護
摩
を
焚
い
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。 

『
社
号
書
上
帳
』
に
は
、
御
影
社(

手
向
神
社)

の
祭
神
は
素
戔
嗚
尊
と
記
述
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
『
石
川
県
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
に
よ
る
と
、
現
在
で
は
神
功
皇
后(

気
長
足

姫)

を
合
祀
し
て
い
る
。
石
殿
は
木
造
の
覆
殿
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
幣
殿
と
拝
殿
が
連
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
昭
和
四
十
七
年
の
石
殿
移
建
の
際
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

石
殿
内
に
は
、
石
造
の
御
神
体
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
大
き
な
板
状
の
凝
灰
岩
製
で
、
剣

に
龍
が
巻
き
つ
い
た
姿
を
し
た
倶
利
伽
羅
不
動
を
浮
彫
り
し
て
い
る
。
下
部
に
は
二
体
の

眷
属
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
向
か
っ
て
右
が
制
吨
迦
童
子
で
、
左
が
衿
迦
羅
童
子
で
あ
る
。

制
吨
迦
童
子
は
天
に
向
け
て
弓
を
構
え
て
矢
を
放
ち
、
衿
迦
羅
童
子
は
地
に
向
け
て
弓
を

構
え
て
矢
を
放
と
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
台
石
に
は
輪
宝
が
薄
く
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

本
体
の
高
さ
118

cm
、
幅
46

cm
、
奥
行
９
cm
で
、
台
石
を
含
む
総
高
161

cm
。
長
楽
寺
不

動
堂
の
本
尊(

現
在
の
不
動
寺
の
本
尊)

と
像
容
が
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
尊
像
を
模
し
て
作

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
石
材
や
手
法
か
ら
み
る
と
、
近
年
の
作
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

御
神
体
は
石
殿
建
立
当
時
の
も
の
で
は
な
く
、
現
在
地
に
移
建
さ
れ
た
際
に
作
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

手
向
神
社
裏
手
の
茂
み
の
中
に
は
、
石
造
大
蛇(

上
部
の
み)

や
五
輪
塔
の
残
欠
な
ど
が

点
在
し
て
い
る
。
現
在
の
手
向
神
社
石
殿
内
に
は
石
造
の
倶
利
伽
羅
不
動
が
御
神
体
と
し

て
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
石
造
大
蛇
が
そ
れ
以
前
の
御
神
体
で
あ
ろ
う
か
。 

 
『
民
俗
民
芸
双
書
90
・
信
仰
と
民
俗
』
に
は
、
倶
利
伽
羅
不
動
の
縁
起
と
し
て
次
の
四

点
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

①
加
州
倶
利
迦
羅
山
不
動
尊
縁
起(

倶
利
伽
羅
不
動
寺
所
蔵) 

②
倶
利
迦
羅
山
縁
起(

金
沢
市
立
図
書
館
所
蔵) 

③
倶
利
迦
羅
山
古
力
迦
羅
竜
王
起
源(

金
沢
市
宝
集
寺
所
蔵
、
写
本
が
二
点
あ
り) 



④
倶
利
迦
羅
不
動
濫
觴
記(

金
沢
市
泉
野
桜
木
神
社
所
蔵) 

①
②
③
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
記
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て

い
る
。
魔
鬼
で
あ
る
剣
を
、
龍
王
が
退
治
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
縁
起
に
記
さ

れ
て
い
る
の
は
、
剣
に
龍
が
巻
き
つ
い
た
姿
の
倶
利
伽
羅
不
動
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
楽
寺

不
動
堂
に
祀
ら
れ
て
い
た
木
像
で
、
手
向
神
社
か
ら
不
動
寺
に
譲
ら
れ
、
現
在
不
動
寺
の

本
尊
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

④
は
明
治
初
頭
に
、
手
向
神
社
の
十
握
喬
宮
司
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
、
「
本
文
の
一
部
を
抄
出
す
る
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

倶
利
迦
羅
丌
動
濫
觴
記 

当
山
丌
動
尊
濫
觴
者
、
本
朝
五
畿
丂
道
開
、
北
陸
道
当
所
往
来
ノ

傍
ラ
ニ

池
在
リ

、
悪
蛇
住
ミ

常
ニ

焔
ヲ

放
ツ

敀
ニ

往
来
ノ

旅
人
等
毒
気
ニ

当
リ

忽
チ

鬼
病
ヲ

請
ケ

煩
ヒ

死
ス
ル

者
数
多
、
且
ハ
乗
気

一
天
ニ

曇
リ

雤
降
永
ク

丌
止
、
敀
五
穀
丌
熱
国
家
七
民
ノ

患
ヘ
丌
少
、
然
ル
ニ

養
老
二
年
三
月
、

南
天
竺
密
教
五
祖
善
无
畏
三
蔵
大
日
経
五
部
秘
経
丂
軸
ヲ

所
持
、
国
家
鎮
護
之
法
門
ヲ

弘
メ
ン
ト

天
竺
ヨ
リ

唐
渡
日
本
ヘ
渡
リ

、
北
陸
道
順
路
ノ

所
当
所
ヘ
来
リ

給
フ
ニ

、
国
家
ノ

急
患
諸
人
ノ

急
難
ヲ

為
除
ン
カ

、
右
池
ノ

辺
リ
ニ

一
丂
日
之
間
神
剣
ヲ

祈
リ

降
伏
ノ

秘
法
ヲ

修
シ

給
フ
ニ

、
満
日
ノ

暁
ニ

天
ヨ
リ

宝
剣
池
ノ

中
ヘ
飛
ヒ

下
リ

、
悪
蛇
憤
リ

宝
剣
ヲ

纒
ヘ
呑
ン
ト

忿
怒
之
相
生
身
形
体
登
天
シ

、

国
家
鎮
護
ノ

守
神
ト

崇
敬
シ

、
三
蔵
登
天
ノ

形
体
ヲ

彫
刻
シ

、
剣
索
丌
二
倶
利
迦
羅
丌
動
ト

名

附
、
安
置
シ

、
池
ヲ

丌
動
池
ト

唱
ヘ
、
土
地
ヲ

倶
利
迦
羅
ト

名
附 

蛇
剣
ノ

形
体
登
天
ノ

後
チ

、
当
山
ヨ
リ

十
八
丁
隔
テ

ヽ
南
北
ニ

池
有
リ

、
小
蛇
住
ミ

、
三
蔵
降
伏
法

神
験
ヲ

祈
リ

給
フ
ニ

、
二
童
子
出
現
シ

、
制
吨
迦
童
子
ハ
弓
ヲ

携
ヘ
天
ニ

向
テ

矢
ヲ

放
ツ

、
衿
迦
羅
患

子
ハ
地
ニ

向
テ

弓
ヲ

携
ヘ
矢
ヲ

放
ツ

、
天
地
ノ

急
患
ヲ

祓
ツ
テ

国
家
静
謐
諸
民
安
穏
ノ

礎
、
是
ヨ
リ

北
ノ

池
ヲ

衿
迦
羅
池
ト

名
附
、
南
ノ

池
ヲ

制
吨
迦
池
ト

唱
ヘ
、
丌
動
池
衿
迦
羅
池
制
吨
迦
池
出
現
、

三
ツ

池
開
闢
ノ

始
メ
ヨ
リ

今
ニ

至
迄
減
水
転
変
無
之
、
日
本
一
社
倶
利
迦
羅
丌
動
降
魔
出
現
、

国
家
之
鎮
護
両
部
之
守
神
竜
王
璽
也
、
其
ノ

本
地
者
素
戔
嗚
尊
、
自
天
宝
剣
ヲ

降
シ

悪
蛇

降
伏
登
天
ノ

神
験
ヲ

成
シ

給
フ
ハ
神
力
也
、
往
共
素
戔
嗚
尊
、
出
雲
国
簸
ノ

川
上
ニ
テ

八
岐
大
蛇

住
ミ

有
八
箇
少
女
毎
年
所
呑
、
稲
田
姫
残
リ

巳
ニ

且
タ

臨
破
ス
ル

、
素
戔
嗚
尊
十
握
ノ

宝
剣
ヲ

以
テ

八
岐
大
蛇
ヲ

退
治
シ

玉
フ

、
其
ノ

大
蛇
ノ

尾
ニ

一
ノ

剣
有
リ

、
所
謂
草
薙
之
剣
也
、
伝
二

俱
娑

那
岐
能
都
留
伎
一
ト
モ

、
当
山
ノ

御
神
体
準
之
、
大
蛇
ノ

尾
ニ

剣
有
リ

、
素
戔
嗚
尊
社
頭
ト
モ

可

申
、
神
代
以
来
和
朝
国
々
悪
蛇
蔓
リ

人
間
ニ

仇
怨
ヲ

成
ス

事
丌
少
、
素
戔
嗚
尊
始
メ

神
力
ヲ

以
テ

降
伏
退
治
有
テ

多
分
竜
神
社
祠
ニ

鎮
座
、
信
濃
・諏
訪
・戸
隠
等
本
ト

蛇
躰
竜
神
誕
生
ノ

社
頭
何
レ
モ

太
社
、
当
社
モ

本
ト

悪
蛇
住
ミ

人
間
ニ

仇
ヲ
ナ
ス
ニ
ヨ
リ
テ

、
天
ヨ
リ

宝
剣
ヲ

降
シ

降
伏
退
治
ノ

土
地
、
神
変
丌
思
議
ノ

神
力
也 

此
敀
、
善
无
畏
三
蔵
及
奏
聞
、
元
正
天
皇
・
聖
步
天
皇
御
両
帝
御
感
悦
、
勅
願
所
蒙
綸

命
、
社
堂
等
御
造
営
莫
大
之
料
田
ヲ

賜
下
シ

、
国
家
鎮
護
ノ

祈
リ
ヲ

無
怠
慢
勤
修
、
倶
利
迦

羅
丌
動
ノ

開
初
也
、
善
无
畏
三
蔵
真
言
ノ

法
門
未
タ

時
至
、
三
蔵
所
持
大
日
経
五
部
ノ

秘
経

丂
軸
ヲ

大
和
国
久
米
ノ

塔
ノ

真
柱
ニ

籠
置
キ

、
三
蔵
帰
唐
シ

給
フ

、
其
后
チ

、
延
暦
ノ

未
年
ニ

弘
法

大
師
久
米
之
塔
ノ

真
柱
ニ

籠
置
彼
ノ

経
ヲ

開
テ

以
之
入
唐
シ

玉
フ

、
大
同
元
年
ニ

帰
朝
、
弘
仁

三
年
弘
法
大
師
化
ヲ

北
国
ニ

施
ス
ノ

時
当
山
ヘ
来
リ

、
善
无
畏
三
蔵
草
創
本
尊
ノ

形
体
ヲ

拝
シ

、

十
丂
日
間
国
家
鎮
護
之
祈
リ
ヲ

成
シ

給
フ

、
其
時
脇
立
千
手
観
音
・
愛
染
明
王
・
善
无
畏
三

蔵
ノ

像
三
躰
、
弘
法
大
師
ノ

御
作
ニ
テ

安
置
勅
願
勤
修
ス

、
勅
願
之
御
綸
旨
等
源
平
兵
乱
之

砌
焼
亡
、
其
后
チ

木
曽
義
仲
公
神
験
之
誓
ヲ

祈
リ

、
平
家
ヲ

亡
シ

得
勝
利
事
分
明
也
、
源
頼

朝
卿
、
遠
江
守
重
頼
公
ヲ

以
テ

社
堂
等
悉
皆
御
造
営
、
建
久
丂
年
十
月
十
丂
日
ニ

被
下
置

候
御
判
物
ニ
ハ
、
彼
等
ハ
霊
験
殊
勝
之
砌
利
生
掲
焉
地
也
、
依
之
為
将
軍
家
祈
願
所
、
自
今

以
後
寺
僧
等
可
致
勤
行
忠
也
、
然
則
限
永
代
東
西
南
北
指
四
至
令
寄
附
畢
、
但
シ

重
科

之
輩
於
出
来
時
者
、
為
寺
僧
沙
汰
其
身
一
人
可
搨
出
状
如
件
、
右
御
判
物
所
持
仕
候 

御
当
代
御
元
祖
様
御
始
瑞
竜
院
様
御
取
立
、
為
丌
動
堂
領
当
一
村
御
寄
附
之
御
判
物

所
持
仕
候
、
微
妙
院
様
社
堂
等
悉
皆
御
造
営
、
改
而
為
丌
動
堂
領
ト

当
一
村
御
寄
附
御

印
物
所
持
仕
候
、
松
雲
院
様
当
一
村
百
三
拾
一
石
丂
斗
八
升
八
合
社
領
所
附
之
御
印

物
所
持
仕
候
、
養
老
二
年
ヨ
リ

千
百
余
年
之
間
興
廃
雖
有
之
、
社
堂
等
連
続
全
ク

国
家
鎮

護
之
御
祈
願
勤
修
丌
致
怠
慢
者
也
、
丌
浄
之
輩
ヲ

忌
ミ

崇
リ

、
別
シ
テ

死
亡
曁
人
躰
丌
浄
族

往
来
通
行
之
砌
及
案
内
ハ
、
ヽ
、
正
面
之
門
扉
ヲ
シ
メ

住
繩
ヲ

張
リ

障
碍
丌
浄
除
ノ

祈
リ
ヲ

成
ハ
更
ニ

無
崇
リ

、
七
一
意
得
違
者
丌
案
内
ノ

時
ハ
、
雖
晴
天
一
時
天
曇
リ

雷
鳴
震
動
烈
風
雤
降
障
碍
ノ

崇
リ

有
事
諸
人
皆
ナ

知
ル

所
也
、
穴
賢 



 
素
戔
嗚
尊
が
天
羽
々
斬
剣
と
称
す
る
十
握
剣
で
八
岐
大
蛇
を
退
治
し
た
時
に
、
大
蛇
の

尾
か
ら
一
振
り
の
剣
が
現
れ
た
。
素
戔
嗚
は
こ
の
剣
を
天
叢
雲
剣(

草
薙
剣)

と
名
付
け
、

天
照
大
神
に
さ
さ
げ
た
。
手
向
神
社
裏
手
の
石
造
大
蛇
は
こ
の
神
話
に
登
場
す
る
八
岐
大

蛇
で
あ
り
、
以
前
の
御
神
体
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
笏
谷
石
製
の
丸
彫
り
で
、
首
か

ら
上
の
み
で
あ
る
が
長
さ
53

cm
、
首
の
部
分
の
最
大
径
は
16

cm
。 

雤
ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
た
こ
の
石
造
大
蛇
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
の
調

査
の
際
に
拝
殿
内
に
納
め
ら
れ
た
。
護
摩
炉
と
思
わ
れ
る
リ
ン
グ
状
の
石
片
も
同
時
に
納

め
ら
れ
た
。 

 

十
握
剣(

十
束
剣
、
十
拳
剣)

と
は
、
長
さ
が
拳
十
個
ほ
ど
の
剣
の
こ
と
で
あ
る
。
素
戔

嗚
尊
の
天
羽
々
斬
剣
は
十
握
剣
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
岡
山
県
赤
磐
市
の
石
上
布
都
魂
神
社

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

『
歴
史
秘
話 

倶
利
伽
羅
峠
』
に
は
「
手
向
神
社
神
像
版
。
神
主
十
握
喬(

勝
龍
和
尚)

か

ら
十
握
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
勝
道
作
の
手
向
之
神
。
八
岐
の
大
蛇
と
天
叢
雲
剣
を
線
刻

し
て
祭
神
素
戔
嗚
尊
と
す
る
」
と
し
て
、
厨
子
に
納
め
ら
れ
た
神
像
版
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
神
像
版
は
、
十
握
家
お
よ
び
手
向
神
社
や
倶
利
伽
羅
神
社
に
は
残
さ
れ

て
い
な
い
。
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
。 

御
影
堂(

現
在
の
手
向
神
社
石
殿)

の
壁
面
に
彫
ら
れ
て
い
た
の
は
不
動
明
王
の
眷
属
で

あ
る
八
大
童
子
と
三
十
六
童
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
こ
の
中
に
祀
ら
れ
て
い
た
の
は

不
動
明
王(

倶
利
伽
羅
不
動)

で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
は
倶
利
伽
羅
不
動

と
制
吨
迦
童
子
、
衿
迦
羅
童
子
の
三
尊
が
御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
現
在

祀
ら
れ
て
い
る
尊
像
は
近
年
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
最
初
の
尊
像
は
明
治
の
初
め
の
神
仏

分
離
の
際
に
外
に
出
さ
れ
、
首
か
ら
上
の
大
蛇
を
作
り
御
神
体
と
し
て
祀
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
し
て
昭
和
に
入
っ
て(

不
動
寺
創
建
の
頃
？)

現
在
の
石
像
を
作
り
、
新
た

な
御
神
体
と
し
て
祀
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
最
初
に
祀
ら
れ
て
い
た

像
は
消
息
不
明
と
な
る
。
近
隣
に
は
該
当
す
る
石
像
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
。 

 

手
向
神
社
は
明
治
四
十
年
に
辻
宮
八
幡
社
を
合
祀
し
て
い
る
の
だ
が
、
辻
宮
八
幡
社
の

御
神
体
と
思
わ
れ
る
像
は
石
殿
内
に
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
こ
の
石
殿
内
に
は
、
笏
谷
石

製
の
十
一
面
観
音
座
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

手
向
神
社
登
り
口
の
両
部
鳥
居
は
昭
和
六
十
年
に
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
も

と
の
笏
谷
石
製
の
鳥
居
の
残
欠
が
新
し
い
鳥
居
の
両
脇
に
倒
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
も
と
の
鳥
居
の
礎
石
一
基
が
手
向
神
社
裏
手
の
茂
み
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
。
ま

た
古
い
笏
谷
石
製
の
石
灯
籠
一
基
も
新
し
い
鳥
居
の
す
ぐ
そ
ば
に
倒
れ
て
い
る
。 

手
向
神
社
石
殿
の
前
に
は
石
鬼
面
二
点
、
石
造
狛
犬
一
体
、
一
石
五
輪
塔
一
基(

空
・
風

輪
欠
損)

が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
笏
谷
石
製
で
あ
る
。
ま
た
「
五
社
権
現
」

と
書
か
れ
た
額
も
そ
ば
に
置
か
れ
て
い
る
。 

石
鬼
面
は
手
向
神
社
石
殿
の
屋
根
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
屋
根
に
鬼
面
が
掲
げ
ら
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
本
来
は
神
殿
と
し
て
建
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

狛
犬
は
、
以
前
は
四
社
権
現
の
前
に
あ
っ
た
も
の
で
、
高
さ
47

cm
、
幅
18

cm
、
奥
行

き
52

cm
。『
石
川
県
の
歴
史
散
歩
』(

昭
和
五
十
二
年
／
石
川
県
高
等
学
校
社
会
科
教
育
研

究
会)

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
四
社
権
現
石
殿
の
写
真
に
は
、
石
殿
手
前
に
二
体
の
狛
犬
が
写

っ
て
い
る
が
、
右
の
狛
犬(

阿
形)

は
盗
難
に
あ
い
現
存
し
な
い
。 

一
石
五
輪
塔
は
空
風
輪
が
欠
損
し
て
い
る
。
高
さ
46

cm
、
幅
20

cm
、
奥
行
き
18

cm
で
、

正
面
に
「
ラ
・
バ
・
ア
／
為
■
■
／
逆
■
／
■
■
／
慶
長
二
十
年
四
月
廿
一
日
」、
左
側
面

に
「
ラ
ー
・
バ
ー
・
ア
ー
」、
裏
面
に
「
ラ
ン
・
バ
ン
・
ア
ン
」
、
右
側
面
に
「
ラ
ク
・
バ

ク
・
ア
ク
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
中
坂
の
路
傍
よ
り
手
向
神
社
内
に
移
さ
れ
た
。 

 

四
社
権
現
石
殿 

国
見
山
頂
に
建
て
ら
れ
て
い
る
四
社
は
、
峰
御
前
八
幡
社(

祭
神
は
応
神
天
皇
、
本
地
は

阿
弥
陀
如
来)

、
愛
宕
社(

祭
神
は
軻
遇
突
智
命
、
本
地
は
将
軍
地
蔵)

、
白
山
社(

祭
神
は

菊
理
媛
命
、
本
地
は
十
一
面
観
音)

、
大
峰
座
主
社(

祭
神
は
国
常
立
尊
、
本
地
は
蔵
王
権

現)

で
あ
る
。
ま
た
『
社
号
書
上
帳
』
に
は
、
峰
御
前
八
幡
社
祭
神
の
応
神
天
皇
の
相
殿
と

し
て
菅
原
利
家(

前
田
利
家)

の
名
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
手
向
神
社
と
こ
れ
ら
の
四
社
と

を
合
わ
せ
て
、
一
般
に
五
社
権
現
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
以
前
は
左
か
ら
二
番
目
に
ひ
と
ま

わ
り
大
き
い
石
殿
が
建
て
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
古
絵
図
に
は
左
端
に
そ
の
大
き
な
石
殿



が
描
か
れ
て
い
た
の
で
、
修
復
の
際
に
も
と
あ
っ
た
位
置
に
並
べ
替
え
ら
れ
た
。 

な
お
『
津
幡
町
史
』
に
は
、『
越
の
下
草
』(

宮
永
正
運)

が
、
立
山
・
白
山
・
蔵
王
・
石

動
・
山
王
を
五
社
権
現
、
『
越
中
志
徴
』(

森
田
平
次)

が
、
白
山
・
蔵
王
・
富
士
・
愛
宕
・

八
幡
を
五
社
権
現
と
し
て
い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

四
社
権
現
の
石
殿
は
、
す
べ
て
戸
室
石
製
で
あ
る
。
も
と
は
青
戸
室
石
製
だ
っ
た
の
だ

が
、
昭
和
二
十
八
年
の
修
復
の
際
に
赤
戸
室
石
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
し
て
平
成
十
二
年
の

修
復
で
は
青
戸
室
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
左
端
の
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
石
殿
が
峰
御
前

八
幡
社
で
、
裏
面
に
「
延
宝
五
□丁

□巳
年
／
…
■
■
／
四
社
建
立 

平
加
賀
守
綱
利
公
／
九
月

八
■
■
■
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
加
賀
五
代
藩
主
前
田
綱
利(

後
に
綱
紀
と
改
名)

の

命
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
平
成
十
年
四
月
に
、
手
向
神
社
石

殿
と
と
も
に
津
幡
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

以
前
は
石
殿
が
破
損
し
て
お
り
中
を
覗
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
、
平
成
十
二
年
に
修

復
さ
れ
、
現
在
は
中
を
覗
け
な
い
。
こ
れ
ら
の
石
殿
内
部
に
は
祭
神
名
が
刻
ま
れ
た
石
柱

が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
刻
ま
れ
て
い
る
祭
神
名
は
「
国
常
立
命
」
、
「
素
戔
嗚
命
」
、
「
菊
理

姫
命
」
、
「
応
神
天
皇
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
社
号
書
上
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
祭
神
名
と

一
致
し
な
い
。
こ
の
石
柱
は
も
と
の
御
神
体
の
尊
像
を
神
仏
分
離
の
際
に
削
り
落
と
し
、

昭
和
二
十
八
年
、
不
動
寺
創
建
の
際
に
金
山
穆
韶
和
尚
に
よ
り
祭
神
名
が
刻
ま
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。 

 

四
社
権
現
に
登
る
笏
谷
石
製
の
百
八
段
の
石
段
は
建
立
当
時
の
も
の
で
あ
る
が
、
登
り

口
の
両
部
鳥
居
は
大
正
二
年
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
鳥
居
は
こ
の
一
基
の
み
で
あ

る
が
、
天
保
四
年
の
『
加
越
能
文
庫
』
に
は
坂
の
途
中
と
坂
の
上
に
も
鳥
居
が
建
て
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
石
殿
前
に
は
鳥
居
の
基
石
の
み
が
現
存
し
て
お
り
、

石
殿
前
に
置
か
れ
て
い
た
笏
谷
石
製
の
狛
犬
の
一
体(

呍
形)

が
手
向
神
社
石
殿
の
手
前
に

移
さ
れ
て
い
る
。 

 

四
社
権
現
の
石
殿
の
中
に
は
神
像
で
は
な
く
本
地
仏
の
石
像
が
御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
本
当
に
す
べ
て
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
今
回
の
調
査
を
も
と
に
、
こ
れ
ら
四
社
の
御
神
体
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 

大
峰
座
主
社
の
御
神
体 

小
矢
部
市
松
尾
の
路
傍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
小
堂
内
に
、
蔵
王
権
現
の
石
像
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
尊
像
は
倶
利
伽
羅
山
中
か
ら
移
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
笏
谷
石
製
で
銘
文
は
入
っ
て
い
な
い
。
角
板
型
で
、
高
さ
61

cm
、

幅
33

cm
、
奥
行
13

cm
。
奥
行
は
最
大
の
部
分
の
寸
法
で
あ
り
、
板
状
の
部
分
の
厚
み
は

わ
ず
か
６
cm
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
形
状
は
、
前
に
倒
れ
に
く
い
が
後
ろ
に
は
容
易
に
倒
れ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
尊
像
が
石
造
の
祠
の
奥
壁
に
寄
せ
て
立
て
ら
れ
る

た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

四
社
権
現
の
一
つ
で
あ
る
大
峰
座
主
社
は
、
国
常
立
尊
を
祀
り
蔵
王
権
現
を
本
地
仏
と

し
て
い
る
。
小
矢
部
市
松
尾
の
石
造
蔵
王
権
現
は
倶
利
伽
羅
か
ら
移
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
の
で
、
大
峰
座
主
社
の
御
神
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
社
権
現
の
御
神
体

は
削
り
落
と
さ
れ
、
そ
の
残
欠
の
石
柱
が
現
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、

そ
の
難
を
逃
れ
て
移
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

四
社
権
現
の
石
殿
は
、
峰
御
前
八
幡
社
を
除
く
三
社
は
ほ
ぼ
同
寸
で
あ
る
。
内
寸
は
実

測
で
き
な
い
の
だ
が
、
外
寸
か
ら
石
材
の
厚
み
を
差
し
引
く
と
、
高
さ
70

cm
、
幅
45

cm
、

奥
行
30

cm
ほ
ど
に
な
る
。
こ
れ
は
石
殿
の
中
に
、
蔵
王
権
現
の
石
像
が
ち
ょ
う
ど
納
ま
る

大
き
さ
で
あ
る
。 

 

白
山
社
の
御
神
体 

倶
利
伽
羅
不
動
寺
駐
車
場
横
の
小
堂
内
に
十
体
ほ
ど
の
石
仏
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

中
に
勝
手
明
神
と
称
さ
れ
る
石
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
後
述
の
倶
利
伽
羅
中
坂
の
勝
手
明

神
と
像
容
が
似
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
勝
手
明
神
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
明
治
の
神
仏
分

離
の
際
に
北
川
家
に
譲
渡
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
昭
和
四
十
年
頃
不
動
寺
に
戻
さ
れ
た
。

笏
谷
石
製
で
銘
文
は
入
っ
て
い
な
い
。
角
板
型
で
、
高
さ
61

cm
、
幅
34

cm
、
奥
行
13

cm
。

ま
た
、
板
状
の
部
分
の
厚
み
は
７
cm
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
矢
部
市
松
尾
の
蔵
王
権
現

と
ほ
ぼ
同
寸
で
あ
る
。
ま
た
手
法
も
酷
似
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
石
工
に
よ
っ
て
同
時
に

作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
二
体
の
尊
像
は
、
同
じ
規
格
の
石
殿



に
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

『
野
仏
』
に
は
、
勝
手
明
神
社
の
御
神
体
で
は
な
く
手
向
神
社
の
末
社
で
あ
っ
た
富
士

社
の
御
神
体
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
尊
像
は
木
花
開
耶
姫
命
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
四
社
権
現
の
御
神
体
の
石
像
は
す
べ
て
削
り
落
と
さ
れ
、
残
欠
の
石
柱
に
祭

神
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
富
士
社
の
御
神
体
の
み
が
消

息
不
明
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ど
の
末
社
の
御
神
体
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
の
尊
像

が
そ
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
だ
。 

こ
の
倶
利
伽
羅
不
動
寺
の
勝
手
明
神
は
、
四
社
権
現
の
一
つ
で
あ
る
白
山
社
の
御
神
体

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
岩
の
上
の
蓮
華
に
座
し
、
左
手
に
未
開
蓮
を
持
ち
、
右
手

首
に
念
珠
を
通
し
て
い
る
。
板
状
の
部
分
に
は
舟
型
の
光
背
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
頭
部
に

は
い
く
つ
も
の
突
起
が
あ
り
、
菊
理
姫
の
本
地
の
十
一
面
観
音
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

手
向
神
社
の
石
殿
内
に
は
、
こ
の
尊
像
と
酷
似
し
た
像
容
の
石
像
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

顔
の
部
分
な
ど
は
破
損
し
て
い
る
が
、
持
物
は
全
く
同
じ
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
十
一
面
観

音
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
手
法
が
や
や
異
な
っ
て
お
り
、
他
の
白
山
社
の
御
神
体

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
倶
利
伽
羅
集
落
と
な
り
の
山
森
に
あ
っ
た
白
山
社
は
、
明

治
四
十
二
年
に
竹
橋
の
倶
利
伽
羅
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
が
、
社
殿
は
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
て
い
る
。
も
と
の
御
神
体
が
十
一
面
観
音
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
神
仏
分
離
の
際
に
外
へ

出
さ
れ
て
守
ら
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
手
向
神
社
石
殿
内
の
十
一
面
観
音
は
、
こ
の
山

森
白
山
社
の
も
と
の
御
神
体
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
山
森
白
山
社
に
は
菩
薩
形

立
像(

尊
名
不
明)

と
女
神
立
像(

菊
理
姫
で
あ
ろ
う
か)

の
二
体
の
石
像
が
御
神
体
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
二
体
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
作
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。 

 

愛
宕
社
の
御
神
体 

不
動
寺
境
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
小
堂
内
に
、
元
禄
十
三
年
銘
の
石
造
不
動
明
王
が

祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
足
元
に
石
造
延
命
地
蔵
が
立
て
か
け
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
地
蔵
は
『
野
仏
』
に
は
「
由
来
等
、
何
も
わ
か
ら
な
い
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

笏
谷
石
製
で
、
高
さ
39

cm
、
幅
16

cm
、
奥
行
12

cm
。
像
の
周
り
の
左
右
と
上
の
部
分
、

そ
し
て
裏
面
も
人
為
的
に
削
り
落
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
神
仏
分
離
の
際
に
少

し
で
も
小
さ
く
し
て
、
隠
し
て
守
る
た
め
の
手
段
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
と
は
、

先
の
蔵
王
権
現
や
白
山
権
現
と
同
じ
角
板
型
の
形
状
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
愛
宕
社

の
祭
神
は
軻
遇
突
智
命
で
あ
り
、
本
地
は
将
軍
地
蔵
で
あ
る
。
倶
利
伽
羅
周
辺
に
は
該
当

す
る
石
造
の
将
軍
地
蔵
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
尾
田
氏
に
よ
る
と
、
御
神
体
の
石
像
は

将
軍
地
蔵
で
は
な
く
一
般
的
な
地
蔵(

延
命
地
蔵)

で
あ
る
場
合
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

倶
利
伽
羅
周
辺
に
は
、
こ
の
他
に
は
角
板
型
の
地
蔵
は
み
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
地
蔵
が

愛
宕
社
の
御
神
体
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

峰
御
前
八
幡
社
の
御
神
体 

長
楽
寺
は
高
野
山
真
言
宗
の
寺
院
で
あ
る
が
、
境
内
に
は
阿
弥
陀
堂
が
建
て
ら
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
中
興
の
祖
で
あ
る
秀
雅
上
人
の
建
立
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
一
向
一

揆
の
勢
力
が
強
く
、
長
楽
寺
は
浄
土
真
宗
と
の
共
存
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
阿
弥

陀
堂
に
は
木
造
の
阿
弥
陀
如
来
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
現
在
津
幡
町
倉
見

の
浄
土
宗
專
修
庵
の
本
尊
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
四
社
権
現
に
登
る
石
段
は
百
八
段
で
あ

る
。
こ
れ
は
浄
土
真
宗
の
特
色
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
先
に
阿
弥
陀
様
が
祀
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

峰
御
前
八
幡
社
の
祭
神
は
応
神
天
皇
で
あ
り
、
そ
の
本
地
仏
は
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
石
殿
内
に
は
石
造
の
阿
弥
陀
如
来
が
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

倶
利
伽
羅
山
中
に
は
石
造
の
阿
弥
陀
如
来
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
壊
さ
れ
ず
に
残
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
近
隣
の
浄
土
宗
寺
院
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
た
。 

大
峰
座
主
社
、
白
山
社
、
愛
宕
社
の
御
神
体
は
角
板
型
で
あ
る
。
峰
御
前
社
の
石
殿
は

他
の
三
社
よ
り
も
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
、
こ
の
四
社
の
主
格
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

そ
の
御
神
体
は
、
形
態
や
手
法
が
異
な
る
石
像
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

小
矢
部
市
埴
生
の
浄
土
宗
医
王
院
に
は
石
造
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
が
二
体
あ
り
、
丸
彫

り
の
ほ
う
の
一
体
が
倶
利
伽
羅
か
ら
移
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
表
面
が
薄
茶
色
に



汚
れ
て
い
る
の
だ
が
、
笏
谷
石
製
の
よ
う
で
あ
る
。
阿
弥
陀
像
と
蓮
座
は
別
石
に
な
っ
て

い
る
。
阿
弥
陀
像
の
高
さ
36

cm
、
幅
25

cm
、
奥
行
21

cm
。
蓮
座
の
高
さ
８
cm
、
幅
27

cm
、

奥
行
23

cm
。
こ
の
阿
弥
陀
如
来
は
丸
彫
り
で
あ
る
が
、
背
中
の
部
分
は
ほ
ぼ
垂
直
で
平
ら

に
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
尊
像
が
、
石
造
の
祠
の
奥
壁
に
寄
せ
て
立
て
ら
れ
る
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
小
矢
部
市
内
や
津
幡
町
内
に
は
数
多
く
の
石
造
阿
弥
陀
如
来
が
み
ら

れ
る
が
、
他
の
も
の
は
背
中
が
丸
み
を
お
び
て
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
作
例
は
み

ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
阿
弥
陀
如
来
は
、
峰
御
前
八
幡
社
の
御
神
体
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
、
石
殿
に
納
め
ら
れ
て
い
た

際
に
は
、
蓮
座
の
下
に
別
の
台
石
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

倶
利
伽
羅
四
社
権
現
の
石
殿
は
硬
く
て
丈
夫
な
戸
室
石
が
用
い
ら
れ
、
中
に
祀
ら
れ
た

御
神
体
は
柔
ら
か
く
て
細
密
な
造
形
に
適
し
た
笏
谷
石
が
選
ば
れ
て
い
る
。
石
殿
は
延
宝

五
年
に
前
田
綱
利
の
命
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
中
に
祀
ら
れ
た
御
神
体
の
石

像
は
そ
の
際
に
綱
利
が
越
前
で
作
ら
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

四
社
権
現
の
石
殿
は
津
幡
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
来
な
ら
ば
祀
ら

れ
て
い
た
御
神
体
も
合
わ
せ
て
指
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
御
神
体
で

あ
っ
た
石
像
は
石
殿
内
に
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
は
津
幡
町
と
小
矢
部
市
の
あ
わ
せ

て
三
者
の
管
理
所
有
に
な
っ
て
い
る
。
協
力
し
あ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。 

次
に
他
の
末
社
の
御
神
体
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 

 

山
王
社
の
御
神
体 

猿
ケ
馬
場
に
山
王
社(

日
吉
社)

の
石
殿
が
残
さ
れ
て
お
り
、
猿
ケ
堂
と
称
さ
れ
て
い
る
。

笏
谷
石
製
で
、
高
さ
104

cm
。
大
き
く
破
損
し
て
お
り
、
中
の
御
神
体
が
丸
見
え
に
な
っ
て

い
る
。
石
殿
の
前
に
建
て
ら
れ
て
い
た
鳥
居
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。『
社
号
書
上
帳
』
に
は
、

日
吉
社
の
祭
神
は
大
山
咋
命
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
破
損
し
た
石
殿
の
中
に
は
石
造
の
神

像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
笏
谷
石
製
で
銘
文
は
入
っ
て
い
な
い
。
角
板
型
で
、
高
さ
55

cm 

、

幅
33

cm
、
奥
行
13

cm
。
上
部
と
下
部
が
欠
損
し
て
お
り
、
も
と
は
60
～
70

cm
ほ
ど
の

高
さ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

『
野
仏
』
で
は
、
こ
の
神
像
は
手
向
神
社
の
末
社
で
あ
っ
た
山
王
社
の
御
神
体
で
あ
り
、

大
山
咋
命
と
思
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
御
神
体
は
仏
像
で
は
な
く
神
像
な
の
で
、

神
仏
分
離
の
際
に
壊
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
ま
ま
山
中
に
残
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
山
王
社
の
あ
っ
た
場
所
か
ら
移
動
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
山
王

社
の
御
神
体
に
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

猿
ケ
堂
は
天
正
年
間
建
立
と
伝
え
ら
れ
、
寛
文
六
年
の
『
倶
利
伽
羅
山
中
古
絵
図
』
に

は
「
サ
ル
堂
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
御
神
体
の
大
山
咋
命
は
、
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
も

の
な
の
か
。
こ
の
尊
像
は
、
四
社
権
現
の
御
神
体
の
う
ち
の
三
体
の
蔵
王
権
現
・
白
山
権

現
・
延
命
地
蔵
と
用
材
・
形
態
・
手
法
が
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
尊
像
と
同
時
期
に

作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
サ
ル
堂
」
に
は
も
と
は
猿
像
が
祀
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
後
山
王
社
と
な
っ
た
際
に
こ
の
尊
像
が
祀
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

勝
手
社
の
御
神
体 

勝
手
社(

勝
手
明
神
社)

は
山
王
社
か
ら
長
楽
寺
へ
向
か
う
途
中
の
道
の
右
手
に
建
て
ら

れ
て
い
た
の
だ
が
、
社
殿
や
鳥
居
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。『
社
号
書
上
帳
』
に
は
、
祭
神
に

つ
い
て
は
「
神
号
不
知
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
津
幡
町
の
神
社
と
祭
神
の
分
析 

倶

利
伽
羅
谷
編
』(

平
成
十
七
年
／
宮
本
眞
晴)

に
は
天
忍
穂
耳
命
が
祭
神
と
記
述
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
そ
の
出
典
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

勝
手
と
は
入
り
口
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
勝
手
社
と
は
そ
の
奥
に
あ
る
寺
社
を
守
る
社

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
の
勝
手
社
は
、
長
楽
寺
の
入
り
口
に
あ
っ
て
そ

の
奥
に
あ
る
長
楽
寺
を
守
る
神
社
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
勝
手
社
は
全
国
に
点
在
し
て

お
り
、
そ
の
祭
神
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
各
地
の
勝
手
社
の
御
神
体
は
武
具
を
身
に
付
け

た
も
の
が
多
い
の
だ
が
、
こ
れ
は
入
り
口
に
あ
っ
て
奥
の
寺
社
を
守
る
神
の
姿
で
あ
る
。 

倶
利
伽
羅
中
坂
の
秀
雅
堂
横
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
の
小
堂
内
に
、
勝
手
明
神

と
称
さ
れ
る
石
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
明
治
の
神
仏
分
離
の
際
に
俵
家
に
譲
渡
さ
れ
て
い

た
の
だ
が
、
後
に
こ
の
場
所
に
戻
さ
れ
た
。
笏
谷
石
製
で
銘
文
は
入
っ
て
い
な
い
。
舟
光

背
型
の
座
像
で
、
高
さ
45

cm
、
幅
26

cm
、
奥
行
13

cm
。 



こ
の
勝
手
明
神
は
先
の
十
一
面
観
音
と
像
容
が
似
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
が
男
神
の
勝

手
明
神
、
十
一
面
観
音
が
女
神
の
勝
手
明
神
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
形
態
や
手
法
が

異
な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
十
一
面
観
音
よ
り
も
後
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
尊
像
は
『
野
仏
』
に
は
、
尊
名
に
つ
い
て
は
勝
手
明
神
と
だ
け
記
さ
れ
て
お
り
、

手
向
神
社
の
末
社
で
あ
っ
た
勝
手
明
神
社
の
御
神
体
で
あ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
左
手

に
未
開
蓮
を
持
ち
、
右
手
に
は
剣
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
尊
像
は
虚
空
蔵
菩
薩
で
あ
る
。

よ
く
見
る
と
光
背
の
上
部
に
蓮
華
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
は
虚
空
蔵
菩
薩
の
種
子

「
タ
ラ
ー
ク
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

不
動
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
長
楽
寺
の
古
文
書
に
は
、
長
楽
寺
と
石
動
山
天
平
寺
は
密
接

な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
先
述
の
長
楽
寺
墓
地
の
墓
標

か
ら
、
今
石
動
城
代
と
の
関
係
も
う
か
が
え
る
。
前
田
利
秀
は
、
能
登
の
石
動
山
か
ら
大

宮
の
虚
空
蔵
菩
薩(

石
動
権
現)

を
葭
原
の
愛
宕
社
に
移
し
た
。
葭
原
は
池
田
と
合
併
し
、

今
石
動
の
地
名
に
な
っ
た
。 

詳
細
な
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
石
動
大
宮
の
本
地
仏
で
あ
る
虚
空
蔵
菩
薩
を
勝
手
社

の
御
神
体
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
勝
手
社
の
祭
神
は
石
動
大
宮
の
祭
神
で

あ
る
伊
弉
諾
命
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

石
動
五
社
権
現
は
、
中
央
が
大
宮(

祭
神
は
伊
弉
諾
命
、
本
地
は
虚
空
蔵
菩
薩)

で
、
右

に
白
山
宮(

祭
神
は
伊
弉
冇
命
、
本
地
は
十
一
面
観
音)

と
梅
宮(

祭
神
は
天
目
一
箇
命
、
本

地
は
将
軍
地
蔵)

、
左
に
剣
宮(

祭
神
は
市
杵
島
姫
命
、
本
地
は
倶
利
伽
羅
不
動)
と
火
宮(

祭

神
は
大
物
主
命
、
本
地
は
蔵
王
権
現)

を
配
し
て
い
る
。
石
動
山
麓
の
末
寺
や
末
社
な
ど
に

は
い
く
つ
も
五
社
権
現
絵
像
が
残
さ
れ
て
お
り
、
将
軍
地
蔵
の
か
わ
り
に
不
動
明
王
を
描

い
た
五
社
権
現
絵
像
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
蔵
王
権
現
の
木
像
も
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
石
動
山
麓
に
は
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
種
子
「
タ
ラ
ー
ク
」
を
刻
ん
だ
自
然
石
板
碑
が
い

く
つ
か
み
ら
れ
る
。 

 

稲
荷
社
の
御
神
体 

 

稲
荷
社
は
、
街
道
を
挟
ん
で
勝
手
社
の
向
か
い
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
『
社
号
書
上
帳
』

に
は
倉
稲
魂
命
が
祭
神
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
倶
利
伽
羅
山
中
が
描
か
れ
た
い
く
つ
か

の
古
絵
図
に
は
、
鳥
居
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
天
保
四
年
の
『
加
越
能
文
庫
』
の

「
加
州
寺
社
御
普
請
所
に
は
全
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
『
歴
史
秘
話 

倶
利
伽
羅
峠
』
に

は
「
堂
は
な
く
敷
地
現
存
、
本
尊
は
不
動
寺
に
現
存
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ

れ
に
は
、
本
尊(

御
神
体)

の
像
容
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
不
動
寺
に
移
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
神
像
で
は
な
く
木
造
の
仏
像
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の

だ
が
、
不
動
寺
に
問
い
合
わ
せ
て
も
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

辻
宮
八
幡
社
の
御
神
体 

 

辻
宮
八
幡
社
は
猿
ケ
馬
場
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。『
社
号
書
上
帳
』
に
は
応
神
天
皇
が
祭

神
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
天
保
四
年
の
『
加
越
能
文
庫
』
の
「
加
州
寺
社
御
普

請
所
に
は
全
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
は
和
光
堂
の
右
手
に
石
殿
が
移
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
石
殿
は
補
修
さ
れ
て
お
り
、
屋
根
の
み
が
も
と
の
石
殿
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

屋
根
は
安
山
岩
製
、
本
体
は
凝
灰
岩
製
、
基
壇
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
で
あ
る
。

高
さ
105

cm
。
石
殿
の
裏
面
に
「
石
工
／
山
口
多
八
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
石
工

に
よ
っ
て
昭
和
戦
後
に
修
復
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
を
覗
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
が
、

石
殿
内
に
は
石
造
の
御
神
体
が
納
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

十
握
家
の
『
手
向
神
社
の
由
来
』
に
は
、
手
向
神
社
は
「
明
治
四
十
年
九
月
四
日
、
字

倶
利
伽
羅
の
氏
神
、
辻
宮
八
幡
社
を
合
併
し
た
」
と
あ
る
。
ま
た
『
石
川
県
神
社
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
』
に
よ
る
と
、
手
向
神
社
は
神
功
皇
后
を
合
祀
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
神

功
皇
后
は
、
辻
宮
八
幡
社
の
祭
神
で
あ
る
応
神
天
皇
の
母
で
あ
り
、
応
神
天
皇
と
同
じ
く

八
幡
神
と
さ
れ
て
い
る
。
合
祀
さ
れ
た
際
の
経
緯
が
気
が
か
り
で
あ
る
。
手
向
神
社
の
石

殿
内
に
は
、
辻
宮
八
幡
社
の
御
神
体
と
み
ら
れ
る
尊
像
は
祀
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

富
士
社
の
御
神
体 

 

富
士
社
は
『
社
号
書
上
帳
』
に
末
社
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
鎮
座
地
が
記

さ
れ
て
い
な
い
。
天
保
四
年
の
『
加
越
能
文
庫
』
の
「
加
州
寺
社
御
普
請
所
に
は
全
く
記



述
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
倶
利
伽
羅
山
中
が
描
か
れ
た
い
く
つ
か
の
古
絵
図
な
ど
に
も
描

か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
『
社
号
書
上
帳
』
に
は
「
神
職 

十
握 

喬 

正
龍
／
右
家
一
助
真

言
宗
ニ
テ
長
楽
寺
ト
称
来
候
処
、
明
治
二
年
十
二
月
復
飾
付
候
」
の
記
述
が
あ
り
、
祭
神

は
木
花
開
耶
媛
命
と
記
さ
れ
て
い
る
。
木
花
開
耶
媛
命
の
本
地
は
大
日
如
来
で
あ
る
が
、

祀
ら
れ
て
い
た
御
神
体
は
不
明
で
あ
る
。『
社
号
書
上
帳
』
に
は
「
社
頭 

六
尺
ニ
五
尺
」
と

記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
他
の
末
社
と
比
べ
て
か
な
り
大
き
い
。
他
の
末
社
よ
り
も
後

年
に
建
て
ら
れ
た
木
造
の
社
殿
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

津
幡
町
竹
橋
の
倶
利
伽
羅
神
社
の
由
来
に
は
、「
同
字
無
格
社
富
士
社
を
合
併
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
明
治
十
三
年
の
『
石
川
県
神
社
明
細
帳
』
に
は
、
竹
橋
の
富
士
社
は
間
口
二

間
、
奥
行
二
間
五
尺
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
社
号
書
上
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
富
士
社
と
は

社
殿
の
大
き
さ
が
異
な
っ
て
い
る
。
建
て
直
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

医
王
寺
地
蔵
堂
内
の
石
造
狛
犬 

先
述
の
医
王
寺
の
阿
弥
陀
如
来
の
右
に
は
倶
利
伽
羅
か
ら
移
さ
れ
て
き
た
と
伝
え
ら
れ

る
石
造
不
動
明
王
が
あ
り
、
そ
の
足
元
に
は
掌
に
乗
る
ほ
ど
小
さ
な
石
造
の
狛
犬
六
体
が

並
べ
ら
れ
て
い
る
。 

六
体
の
狛
犬
は
大
・
中
・
小
の
三
対
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
笏
谷
石
製
で
あ
る
。
大
き
い

狛
犬
は
、
高
さ
17

cm
、
幅
８
cm
、
奥
行
13

cm
。
中
型
の
狛
犬
は
、
高
さ
10.5

cm
、
幅
４
cm
、

奥
行
７
cm
。
小
さ
い
狛
犬
は
、
高
さ
10

cm
、
幅
3.5

cm
、
奥
行
5.5

cm
で
あ
る
。
中
型
と

小
型
の
像
は
阿
形
と
呍
形
の
区
別
が
つ
か
な
い
。 

こ
れ
ら
の
狛
犬
の
由
来
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
倶
利
伽
羅
山
中
に
あ
っ
た
手

向
神
社
の
末
社
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
併
せ
て
報
告
し
た
。 

 

竹
橋
倶
利
伽
羅
神
社
の
沿
革
と
祭
神 

 

竹
橋
宿
は
倶
利
伽
羅
峠
に
向
か
う
最
後
の
宿
場
町
で
あ
っ
た
。
旅
人
は
朝
竹
橋
を
出
発

し
て
、
倶
利
伽
羅
峠
で
長
楽
寺
を
参
拝
し
門
前
の
茶
屋
で
体
を
休
め
、
夕
方
ま
で
に
は
埴

生
か
ら
今
石
動
宿
に
着
い
た
。
峠
か
ら
最
も
近
い
竹
橋
宿
に
は
、
倶
利
伽
羅
峠
に
み
ら
れ

る
信
仰
が
同
様
に
根
付
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
竹
橋
倶
利
伽
羅
神
社
の
祭
神
や
御
神
体
の

調
査
に
よ
っ
て
そ
の
片
鱗
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
調
査
も
併
せ

て
報
告
し
て
お
き
た
い
。 

平
成
二
十
五
年
五
月
十
日
、
十
握
龍
也
宮
司
と
５
名
の
調
査
員
と
で
、
竹
橋
倶
利
伽
羅

神
社
本
殿
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
御
神
体
の
調
査
を
行
っ
た
。 

本
殿
は
昭
和
五
十
一
年
に
雪
崩
に
よ
っ
て
倒
壊
し
、
昭
和
五
十
三
年
に
改
築
さ
れ
て
い

る
。
本
殿
左
手
前
に
は
本
殿
改
築
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

今
回
の
調
査
で
、
本
殿
内
に
木
像
一
体
と
石
像
七
体
の
尊
像
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の

御
神
体
尊
像
の
調
査
報
告
を
行
う
に
あ
た
り
、
は
じ
め
に
倶
利
伽
羅
神
社
の
沿
革
と
祭
神

に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。 

 

津
幡
町
竹
橋
の
倶
利
伽
羅
神
社
は
『
石
川
県
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
に
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。(

一
部
省
略) 

鎮
座
地
／
河
北
郡
津
幡
町
竹
橋
オ
34 

宮
司
／
十
握
龍
也 

氏
子
区
域
／
上
藤
又
、
下
中
、
竹
橋
、
鳥
屋
尾
、
彦
太
郎
畠
、
宮
田
、
山
森 

祭
神
／
木
花
咲
耶
媛
命
、
火
結
命
、
罔
象
女
命
、
埴
山
比
咩
命
、
菊
理
比
売
命
、
伊
弉
諾

命
、
誉
田
別
命 

由
緒
／
勧
請
年
月
詳
な
ら
ず
。
本
社
は
小
白
社
と
称
せ
し
処
。
明
治
二
十
九
年
八
月
許

可
を
得
、
小
白
神
社
と
称
す
。
同
四
十
年
四
月
十
六
日
許
可
を
得
、
同
字
無
格
社
富
士

社
、
同
河
内
社
の
二
社
を
合
併
す
。
同
四
十
二
年
五
月
一
日
許
可
を
得
、
倶
利
伽
羅
神

社
と
称
す
。 

 
小
白
社
の
社
名
は
津
幡
川
の
別
称
で
あ
る
小
白
川
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
小
白

社
の
祭
神
は
不
明
で
あ
る
。 

他
の
文
献
資
料
等
に
よ
る
と
、
倶
利
伽
羅
神
社
は
明
治
四
十
二
年
に
山
森
の
白
山
社
、

上
藤
又
の
藤
又
神
社
、
下
中
の
菅
原
神
社
を
合
併
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
六
年
に
菅
原
神

社
、
同
三
十
一
年
に
藤
又
神
社
が
分
離
さ
れ
た
。 



『
津
幡
町
史
』
に
も
『
神
社
明
細
帳
』
を
も
と
に
し
た
祭
神
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
は
上
記
七
柱
の
他
に
、
天
照
大
神
と
天
満
大
神
の
２
柱
も
合
わ
せ
て
祭
神
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
柱
は
、
そ
れ
ぞ
れ
上
藤
又
の
藤
又
神
社
と
下
中
の
菅
原
神
社
の
祭

神
で
あ
ろ
う
か
。 

ま
た
『
石
川
県
神
社
誌
』
に
は
主
祭
神
と
し
て
、
天
照
皇
大
御
神
、
伊
弉
諾
命
、
木
花

開
耶
姫
命
の
三
柱
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

倶
利
伽
羅
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
祭
神
に
つ
い
て
。 

『
津
幡
町
史
』
に
『
神
社
明
細
帳
』
を
も
と
に
し
て
記
さ
れ
て
い
る
祭
神
は
、
次
の
九

柱
で
あ
る
。 

◎
伊
弉
諾
命(

伊
邪
那
岐
命)

は
、
神
世
七
代
の
第
七
代
男
神
。
伊
弉
冇
命(

伊
邪
那
美
命)

を
妻
と
す
る
。
天
照
大
神
、
月
夜
見
尊
、
素
戔
嗚
命
、
住
吉
三
神
の
父
。
初
代
天
皇
で

あ
る
神
武
天
皇
の
七
代
先
祖
で
あ
る
。
国
家
安
泰
の
神
。
能
登
石
動
五
社
の
本
宮
は
伊

弉
諾
命
を
祭
神
と
し
、
虚
空
蔵
菩
薩
を
本
地
仏
と
し
て
い
る
。
石
動
本
宮
の
御
神
体
で

あ
っ
た
木
造
虚
空
蔵
菩
薩
は
、
小
矢
部
市
八
和
町
の
愛
宕
神
社
か
ら
新
富
町
の
聖
泉
寺

に
移
さ
れ
て
い
る
。 

◎
木
花
咲
耶
媛
命(

木
花
之
佐
久
夜
毘
売)

は
大
山
衹
神(

大
山
津
見
神)
の
子
。
石
長
比
売

(

磐
長
姫)

の
妹
。
天
照
大
神
の
孫
の
瓊
瓊
杵
尊(

邇
邇
芸
命)

の
妻
。
全
国
の
浅
間
神
社

の
総
本
山
で
あ
る
富
士
山
本
宮
浅
間
神
社
の
祭
神
。
社
伝
で
は
、
木
花
咲
耶
媛
命
は
水

の
神
で
あ
り
、
噴
火
を
鎮
め
る
た
め
に
富
士
山
に
祀
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
安
産
の
神

と
も
云
わ
れ
る
。
ま
た
ホ
デ
リ
・
ホ
ス
セ
リ
・
ホ
オ
リ
を
火
中
出
産
し
た
こ
と
か
ら
火

の
神
と
も
さ
れ
る
。
初
代
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
は
、
ホ
オ
リ
の
孫
で
あ
る
。
木
花
咲

耶
媛
命
は
酒
解
子
神
と
も
称
さ
れ
酒
造
の
神
と
も
さ
れ
て
い
る
。
本
地
仏
は
大
日
如
来
。

合
祀
さ
れ
た
富
士
社
の
祭
神
と
考
え
ら
れ
る
。 

◎
火
結
命
は
軻
遇
突
智
命(

火
之
迦
具
土
神)

と
同
一
神
で
あ
り
、
伊
弉
諾
命
と
伊
弉
冇
命

の
子
。
愛
宕
神
社
総
本
社
の
若
宮
の
祭
神
。
愛
宕
神
社
に
お
け
る
本
地
は
将
軍
地
蔵
。

ま
た
江
戸
時
代
以
降
、
秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
の
祭
神
に
も
な
っ
た
。
秋
葉
神
社
で
は

三
尺
坊
を
秋
葉
権
現
と
す
る
。
火
の
神
で
あ
り
、
火
伏
の
神
で
あ
る
。
合
祀
さ
れ
た
河

内
社
の
祭
神
と
考
え
ら
れ
る
。 

◎
罔
象
女
命(

弥
都
波
能
売
命)

は
伊
弉
諾
命
と
伊
弉
冇
命
の
子
。
軻
遇
突
智
命
の
妹
。
水

の
神
。 

◎
埴
山
比
咩
命(

波
邇
夜
須
毘
売
神)

は
榛
名
大
神
で
あ
り
、
は
伊
弉
諾
命
と
伊
弉
冇
命
の

子
。
罔
象
女
命
と
一
緒
に
生
ま
れ
た
。
軻
遇
突
智
命
の
妹
で
あ
り
妻
で
も
あ
る
。
土
の

神
。 

◎
菊
理
比
売
命(

菊
理
媛
神)

は
白
山
比
咩
神
と
同
一
神
。
『
古
事
記
』
に
は
登
場
せ
ず
『
日

本
書
紀
』
の
一
説
に
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
伊
弉
諾
命
と
伊
弉
冇
命
を
仲
直
り

さ
せ
た
と
さ
れ
る
。
白
山
三
宮
の
祭
神
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
初
期
よ
り
白
山
本
宮

の
主
祭
神
と
な
っ
た
。
本
地
仏
は
十
一
面
観
音
。
合
祀
さ
れ
た
山
森
の
白
山
社
の
祭
神

で
あ
ろ
う
か
。 

◎
誉
田
別
命
は
第
十
五
代
応
神
天
皇
で
、
仲
哀
天
皇
と
神
功
皇
后(

気
長
足
姫
尊)

の
子
。

日
本
武
尊
の
孫
。
仁
徳
天
皇
の
父
。
全
国
の
八
幡
神
社
の
総
本
宮
で
あ
る
宇
佐
神
宮
の

祭
神
。
本
地
仏
は
阿
弥
陀
如
来
。 

◎
天
照
大
神
は
伊
弉
諾
命
と
伊
弉
冇
命
の
子
。
素
戔
嗚
命
の
姉
。
天
忍
穂
耳
命
の
母
。
神

仏
習
合
の
思
想
で
は
、
神
道
に
お
い
て
の
最
高
神
と
さ
れ
た
。
全
国
の
神
明
神
社
の
総

本
社
で
あ
る
伊
勢
神
宮
内
宮
の
主
祭
神
。
太
陽
神
。
本
地
仏
は
十
一
面
観
音
で
あ
っ
た

が
、
後
に
大
日
如
来
と
さ
れ
た
。
上
藤
又
の
藤
又
神
社
の
祭
神
と
考
え
ら
れ
る
。 

◎
天
満
大
神
は
菅
原
道
真
。
官
位
は
従
二
位
、
右
大
臣
。
贈
正
一
位
、
大
政
大
臣
。
学
問

の
神
。
下
中
の
菅
原
神
社
の
祭
神
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
竹
橋
倶
利
伽
羅
神
社
の
御
神
体 

 

本
殿
奥
の
扉
を
開
け
る
と
手
前
に
神
鏡
等
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
奥
の
壁
面
に
は

八
体
の
尊
像
が
立
て
か
け
ら
れ
て
い
る
。
向
っ
て
左
の
尊
像
か
ら
順
に
、
一
体
ず
つ
取
り

出
し
て
調
査
を
行
っ
た
。 

尊
像
の
番
号
は
、
調
査
順
に
①
～
⑧
と
す
る
。
破
損
欠
落
し
て
い
る
固
体
に
つ
い
て
は
、



現
状
に
お
け
る
法
量
で
あ
る
。 

①
将
軍
地
蔵
。
石
像
。
笏
谷
石
製
で
角
板
状
。
下
部
欠
損
。
尊
像
を
浮
彫
り
。
高
さ
46.5

cm
、

幅
39

cm
、
奥
行
7.5

cm
。
武
具
を
身
に
ま
と
っ
て
馬
に
乗
る
。
右
手
に
錫
杖
を
持
っ
て

い
る
が
、
左
掌
上
の
宝
珠
が
欠
落
し
て
い
る
。
馬
の
頭
等
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
尊
像

の
顔
面
は
表
情
も
は
っ
き
り
と
う
か
が
え
る
。
頭
部
に
は
輪
光
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
輪

光
上
部
に
は
蓮
葉
が
、
そ
の
上
に
は
地
蔵
の
種
子
で
あ
る
「
カ
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

裏
面
に
は
水
平
に
凸
部
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
石
龕
や
石
祠
の
側
壁
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
内
面
に
尊
像
を
浮
彫
り
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
倶
利
伽
羅
神

社
に
合
祀
さ
れ
た
河
内
社
の
祭
神
は
火
結
命(

軻
遇
突
智
命)

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

尊
像
は
、
そ
の
本
地
の
愛
宕
権
現
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
前
期
の
作

と
思
わ
れ
る
。 

②
十
一
面
観
音
。
木
像
。
舟
光
背
型
の
、
丸
彫
り
に
近
い
浮
彫
り
立
像
。
光
背
上
部
は
破

損
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
後
補
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
も
と
は
一
木
造
り
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
高
さ
84

cm
、
幅
35

cm
、
奥
行
15

cm
。
台
座
部
分
に
欠
落
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で

は
立
た
な
い
。
左
手
に
未
開
蓮
を
持
ち
、
右
手
は
施
無
畏
印
、
蓮
座
上
に
立
つ
。
や
や

稚
拙
だ
が
、
面
長
で
優
し
い
表
情
。
頭
部
や
衣
等
に
彩
色
の
跡
が
み
ら
れ
る
。
白
毫
が

落
ち
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
作
で
あ
ろ
う
か
。
十
一
面
観
音
は
白
山
社
祭
神
で
あ
る
菊

理
比
売
命(

菊
理
媛
神)

の
本
地
と
考
え
ら
れ
る
が
、
合
祀
さ
れ
た
山
森
の
白
山
社
の
御

神
体
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
小
白
社
の
祭
神
は
不
明
で
あ
り
、
白
山
の
神
を

祀
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

③
尊
名
不
明
。
石
像
。
笏
谷
石
製
で
角
板
状
。
上
部
欠
損
。
立
像
を
浮
彫
り
。
高
さ
63

cm
、

幅
34

cm
、
奥
行
６
cm
。
①
よ
り
も
や
や
上
質
の
笏
谷
石
と
み
ら
れ
る
。
石
龕
や
石
祠
の

側
壁
で
あ
ろ
う
か
、
壁
面
に
尊
像
を
浮
彫
り
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
立
た

な
い
。
左
掌
上
に
宝
盆
の
よ
う
な
も
の
を
持
ち
、
右
手
に
鉾
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
、

蓮
座
様
の
台
座
に
立
つ
。
頭
部
は
結
髪
状
で
あ
り
、
忿
怒
相
で
あ
ろ
う
か
顔
面
に
剥
落

が
あ
り
、
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
首
か
ら
は
、
三
個
の
ド
ク
ロ
を
胸
飾
り
と
し
て
下
げ

て
い
る
よ
う
だ
。
神
像
あ
る
い
は
明
王
部
の
尊
像
で
あ
ろ
う
か
、
尊
名
を
特
定
で
き
な

い
。
江
戸
時
代
前
期
の
作
と
思
わ
れ
、
①
よ
り
も
や
や
時
代
が
遡
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

④
半
跏
地
蔵
。
石
像
。
薮
田
石
製
で
、
円
光
背
型
の
丸
彫
り
に
近
い
浮
彫
り
。
光
背
が
前

か
が
み
に
彫
ら
れ
て
お
り
、
ど
っ
し
り
と
し
て
安
定
感
が
あ
る
。
高
さ
50

cm
、
幅
28

cm
、

奥
行
20

cm
。
左
掌
上
に
宝
珠
を
、
右
手
に
錫
杖
を
持
ち
、
岩
座
に
左
足
を
下
し
て
座
す
。

全
体
に
丁
寧
な
彫
り
で
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
顔
の
表
情
等
に
優
美
さ
を
感
じ
る
。
非
常

に
保
存
状
態
が
良
い
。
南
北
朝
時
代
の
作
で
あ
ろ
う
。
半
跏
地
蔵
に
つ
い
て
は
砺
波
市

の
尾
田
武
雄
氏
が
調
査
研
究
さ
れ
て
お
り
、
富
山
県
内
で
七
十
体
ほ
ど
を
確
認
さ
れ
て

い
る
。
南
砺
市(

旧
福
野
町)

安
居
の
安
居
寺
に
は
、
こ
の
尊
像
よ
り
も
ひ
と
回
り
小
さ

い
半
跏
地
蔵
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
富
山
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
石
川
県
内

で
も
能
登
地
方
を
中
心
に
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
お
り
、
志
賀
町
相
神
の
相
見
神
社
境

内
の
小
堂
内
の
半
跏
地
蔵
も
同
様
に
保
存
状
態
が
良
好
な
秀
作
で
あ
る
。 

⑤
尊
名
不
明
。
石
像
。
笏
谷
石
製
で
角
板
状
。
下
部
欠
損
。
立
像
を
浮
彫
り
。
高
さ
40

cm
、

幅
42

cm
、
奥
行
５
cm
。
胸
よ
り
下
の
部
分
が
全
て
欠
落
し
て
い
る
。
も
と
は
70

cm
ほ

ど
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
磨
滅
も
激
し
く
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
武
具
を
身
に
ま
と
い
、

右
手
に
錫
杖
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
頭
部
に
は
輪
光
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
上
半

身
だ
け
で
は
あ
る
が
①
に
近
い
像
容
に
見
え
る
。
石
龕
や
石
祠
の
側
壁
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
、
同
じ
く
江
戸
時
代
前
期
の
作
で
あ
ろ
う
。 

⑥
阿
弥
陀
如
来
。
石
像
。
砂
岩
製
で
、
粗
く
加
工
さ
れ
た
自
然
石
に
座
像
を
浮
彫
り
す
る
。

定
印
を
結
ん
で
座
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
中
世
の
作
で
あ

り
、
も
と
も
と
目
鼻
や
衣
ま
で
細
か
く
彫
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
墓
標
と
し
て
直
接

土
に
刺
す
の
で
あ
ろ
う
、
最
下
部
が
少
し
細
く
加
工
さ
れ
て
い
る
。
神
社
の
御
神
体
と

し
て
彫
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
農
耕
地
な
ど
か
ら
出
土
し
た
も
の
を
納
め
た
の

で
あ
ろ
う
。 

⑦
尊
名
不
明
。
石
像
。
笏
谷
石
製
で
、
欠
落
が
激
し
い
。
背
面
が
や
や
丸
み
を
お
び
て
い

る
の
で
、
舟
光
背
型
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
高
さ
31

cm
、
幅
25

cm
、
奥
行
５
cm
。

お
お
ま
か
な
外
形
か
ら
は
、
岩
座
上
の
蓮
座
に
座
す
菩
薩
像
の
よ
う
で
あ
る
。
顔
面
は



単
に
剥
落
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
故
意
に
削
り
落
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

⑧
尊
名
不
明
。
石
像
。
笏
谷
石
製
で
、
欠
落
が
激
し
い
。
⑦
と
同
じ
く
背
面
が
や
や
丸
み

を
お
び
て
い
る
の
で
、
舟
光
背
型
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
高
さ
33

cm
、
幅
26

cm
、

奥
行
５
cm
。
こ
ち
ら
も
⑦
と
同
じ
く
、
岩
座
上
の
蓮
座
に
座
す
菩
薩
像
の
よ
う
で
あ
る
。

⑦
⑧
は
形
状
や
大
き
さ
が
似
て
い
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
前
期
の
作
と
み
ら
れ
る
が
、

①
よ
り
も
時
代
が
下
る
よ
う
だ
。
倶
利
伽
羅
神
社
に
は
伊
弉
諾
命
と
菊
理
比
売
命
が
祭

神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
石
動
本
宮
と
白
山
本
宮
の
祭
神
で
あ
り
、
能
登

と
加
賀
を
代
表
す
る
山
岳
信
仰
の
神
で
あ
る
。
⑦
⑧
は
そ
れ
ら
の
本
地
で
あ
る
虚
空
蔵

菩
薩
と
十
一
面
観
音
で
は
な
か
ろ
う
か
。
倶
利
伽
羅
峠
に
も
虚
空
蔵
菩
薩
と
白
山
権
現

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
２
体
は
似
た
よ
う
な
像
容
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
様

に
作
ら
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
像
容
が
は
っ
き
り
と
せ
ず
尊
名
が
特
定
で
き
な
い

の
で
、
推
測
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
が
…
。 

 

長
楽
寺
に
関
係
す
る
そ
の
他
の
石
塔
・
石
仏 

 

倶
利
伽
羅
の
山
中
お
よ
び
周
辺
に
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
長
楽
寺
に
関
係
す
る
と
思
わ

れ
る
石
仏
・
石
塔
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
列
記
す
る
と
… 

◎
六
地
蔵
：
倶
利
伽
羅
中
坂
の
秀
雅
堂
向
い
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
の
堂
内
。

長
楽
寺
参
道
の
子
安
堂
よ
り
移
動
。
笏
谷
石
製
の
丸
彫
り
立
像
で
、
高
さ
各
108

cm
。 

◎
不
動
明
王
：
不
動
寺
境
内
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
堂
内
。
砂
坂
よ
り
移
動
。
笏
谷
石

製
の
火
焔
光
背
型
立
像
で
、
高
さ
68

cm
。 

 

「
為
金
剛
佛
子
一
心
弘
栄
法
師
三
回
忌
」
「
元
禄
十
三
年
九
月
朔
日
」「
願
主
■
■
／
施

主
高
岡
住
人
」 

◎
如
意
輪
観
音
：
不
動
寺
境
内
の
木
造
堂
内
。
宮
本
家
よ
り
移
動
。
赤
戸
室
石
製
の
舟
光

背
型
座
像
で
、
高
さ
77

cm
。 

◎
四
面
地
蔵
：
不
動
寺
境
内
の
木
造
堂
内
。
赤
戸
室
石
製
の
角
柱
型
で
、
四
面
に
地
蔵
立

像
を
浮
彫
り
し
て
い
る
。
高
さ
61

cm
。 

「
文
政
八
酉
年
建
之
」「
三
界
萬
霊
／
願
主
加
州
金
沢
」 

◎
お
万
地
蔵
：
不
動
寺
境
内
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
堂
内
。
笏
谷
石
製
の
丸
彫
り
立
像

で
、
高
さ
78

cm
。 

◎
不
動
明
王
：
倶
利
伽
羅
不
動
ケ
池
の
木
造
堂
内
。
光
背
型
の
座
像
で
、
高
さ
48

cm
。 

 

台
石
に
「
津
幡
講
中
」 

◎
地
蔵
：
長
楽
寺
墓
地
。
笏
谷
石
製
の
丸
彫
り
立
像
で
、
高
さ
各
83

cm
。 

◎
不
動
明
王
：
津
幡
町
山
森
の
白
山
社
境
内
。
笏
谷
石
製
の
破
風
型
。
立
像
を
浮
彫
り
し

て
い
る
。
上
半
身
が
故
意
に
削
り
落
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
高
さ
63

cm
。 

「
光
明
真
言
百
万
編
修
行
」「
享
和
三
癸
亥
年
二
月
／
有
山
信
之
／
娘
せ
ん
建
之
」 

◎
不
動
明
王
：
小
矢
部
市
埴
生
の
五
社
谷
路
傍
。
谷
底
よ
り
移
動
。
笏
谷
石
製
の
光
背
型

座
像
。 

◎
馬
頭
観
音
、
十
一
面
観
音
、
如
意
輪
観
音
：
小
矢
部
市
松
永
路
傍
の
木
造
堂
内
。
い
ず

れ
も
砂
岩
製
の
舟
光
背
型
座
像
で
、
高
さ
約
80

cm
。
こ
れ
ら
の
三
体
は
、
御
坊
山
よ
り

移
動
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 

馬
頭
観
音
「
高
波
屋
／
高
道
屋
、 

十
一
面
観
音
「
能
楽
堂
」 

如
意
輪
観
音
「
施
主 

■
■
■
」 

◎
聖
観
音
、
千
手
観
音
、
准
胝
観
音
：
津
幡
町
笠
池
ケ
原
路
傍
の
木
造
堂
内
。
い
ず
れ
も

砂
岩
製
の
舟
光
背
型
座
像
で
、
高
さ
約
80

cm
。
こ
れ
ら
の
三
体
は
、
小
矢
部
市
松
永
路

傍
の
三
体
と
石
材
・
法
量
・
手
法
が
同
じ
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
一
組
の
六
観
音
と
し
て

作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

聖
観
音
「
…
■
／
■
■
■
■
■
」 

千
手
観
音
「
野
田
屋
善
右
エ
門
母
」 

准
胝
観
音
「
…(

欠
落)

」 

◎
名
号
塔
：
小
矢
部
市
蓮
沼
横
峯
路
傍
。
昭
和
六
十
二
年
に
砂
坂
よ
り
移
動
。
割
石
型
。 

 

「
南
无
阿
弥
陀
仏
」「
渋
谷
／
今
石
動
人
足
方
」「
嘉
永
六
年
」 

◎
不
動
明
王
：
小
矢
部
市
埴
生
の
医
王
院
の
、
本
堂
と
十
王
堂
の
間
の
地
蔵
堂
内
。
笏
谷

石
製
の
火
焔
光
背
型
座
像
で
、
高
さ
72

cm
。 



◎
宝
篋
印
塔
：
小
矢
部
市
道
林
寺
の
南
家
庭
園
内
。
明
治
初
頭
、
長
楽
寺
廃
寺
に
伴
い
手

向
神
社
よ
り
譲
渡
。
白
川
石
製
で
、
高
さ
約
約
220

cm
。 

「
奉
造
立
奉
献
宝
篋
印
塔
／
バ
ー
ン
ク
／
倶
利
伽
羅
山
」「
経
箔
日
／
若
有
衆
生
能
於
此

塔
／
一
香
一
花
禮
拝
供
養
／
八
十
億
劫
生
死
重
罪
／
一
字
消
滅
生
免
哭
涙
／
死
生
佛

家
」
「
旹
／
享
保
十
九
甲

寅

年
／
三
月
廿
一
日
」
「
施
主
／
越
中
石
動
／
土
井
夢
閑
／
同

／
赤
尾
民
致
」 

 

終
わ
り
に 

今
回
の
倶
利
伽
羅
峠
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
石
造
物
等
の
調
査
で
は
、
竹
橋
倶
利
伽
羅
神

社
の
十
握
龍
也
宮
司
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
手
向
神
社
お
よ
び
倶
利
伽
羅
神
社
の
御
神

体
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
変
貴
重
な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
た
い
。 

 

今
回
の
調
査
で
は
、
長
楽
寺
に
関
係
す
る
石
仏
が
、
明
治
初
頭
の
廃
仏
毀
釈
の
際
に
壊

さ
れ
ず
に
数
多
く
守
ら
れ
て
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 
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年) 

『
小
矢
部
の
い
し
ぶ
み 

第
一
～
十
六
集
』
い
し
ぶ
み
の
会･

小
矢
部
市
教
育
委
員
会 

『
竹
橋
の
あ
ゆ
み
』
竹
橋
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員(

平
成
十
七
年) 

『
つ
ば
た
の
石
碑
』
津
幡
町
教
育
委
員
会(

平
成
十
六
年) 

『
津
幡
町
の
神
社
と
祭
神
の
分
析 

倶
利
伽
羅
谷
編
』
宮
本
眞
晴(

平
成
十
七
年)

  

『
歴
史
と
文
化･

お
や
べ
今
昔 

第
一
～
四
集
』
小
矢
部
郷
土
史
会 

『
埴
生
地
区
郷
土
史
』
埴
生
地
区
郷
土
史
編
集
委
員
会(

平
成
二
十
年)

 

『
倶
利
伽
邏
山
長
楽
寺
系
図
』
十
握
家 

『
手
向
神
社
の
由
来
』
十
握
家 

『
虚
空
蔵
菩
薩
像
の
由
来
』
聖
泉
寺 

『
小
矢
部
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』 

『
津
幡
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』 

『
石
川
県
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』 

『
倶
利
伽
羅
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』 

 



 

長楽寺･手向神社年表 

 

長楽寺歴代については秀雅のみ記述。不動寺については創建当初のみ記述。 

《時 代》 《年 号》 《西暦》 《内 容》 

上古時代    

飛鳥時代    

奈良時代前期    

奈良時代後期 養老 ２年  ７１８ 善無畏三蔵が来錫、倶利迦羅龍王絵像を書き残す。(金沢市の宝

集寺所蔵の倶利迦羅山古力迦羅竜王起源による） 

天平１９年  ７４７ 『七葉集巻十丂』に「刀奈美夜麻 多牟気能可味」と詠われる。 

平安時代前期 弘仁 ３年  ８１２ 空海が当地を巟錫、長楽寺建立。(金沢市の宝集寺所蔵の倶利迦

羅山古力迦羅竜王起源による） 

元慶 ２年  ８７８ 『三代實録巻三十三』に「元慶二年五月八日癸卯、授二越中國正

六位上手向神從五位下一」と記述。 

平安時代後期 寿永 ２年 １１８３ 猿が馬場周辺において、源平合戦。兵火により長楽寺焼失。勝軍

木曽義仲より、長楽寺に太刀一振りを寄進。 

鎌倉時代 建久 ７年 １１９６ 源頼朝が江守重頼に命じ、長楽寺に寺領を寄進。尊海によって、

丂堂伽藍建立にとりかかる。 

南北朝時代   この頃、長楽寺丌動堂の木造倶利伽羅丌動(現在は丌動寺の本

尊)造立。 

室町時代 天文１６年 １５４７ 秀雅が倶利伽羅村の百姓の子として生誕。 

  この頃、長楽寺本尊の木造丌動明王、愛染明王(いずれも現在は

金沢市の宝集寺所蔵)造立。 

  この頃、木造阿弥陀如来(現在は津幡町の專修庵の本尊)造立。 

安土桃山時代 慶長 ３年 １５９７ 秀雅が安居寺より長楽寺に住転。 

慶長１０年 １６０５ 前田利常の援助により、秀雅が長楽寺再興を始める。 

慶長１６年 １６１１ 前田利常が、長楽寺御影堂(現在の手向神社石殿)建立を立願。

利常より、寺領を寄進。丂堂伽藍再建にとりかかる。 

慶長１９年 １６１４ 長楽寺御影堂落成。 

慶長２０年 １６１５ 一石五輪塔(手向神社石殿前に置かれている)造立。 

元和 ５年 １６１９ 長楽寺丌動堂落成、秀雅書の扁額を掲げる。 

元和 ７年 １６２１ 前田利常より、寺領を寄進。 

寛永１５年 １６３８ 秀雅寂。 

同 同 この頃、長楽寺丂堂伽藍完成。 

寛永１９年 １６４２ 泉州の仏師により、秀雅木像造立。(昭和３２年、現在地に移動) 

江戸時代前期   この頃、長楽寺の木造千手観音、空海像(いずれも現在は金沢市

の宝集寺所蔵)造立。 

  この頃、木造仁王、十王(現在は小矢部市の医王院所蔵)造立。 

延宝 ５年 １６７７ 前田綱利(綱紀)の命により、周傳が四社権現石殿を建立。 

御神体の石像、狛犬等も同時に造立されたと思われる。 

元禄１３年 １７００ 砂坂丌動(現在は丌動寺境内の小堂内に安置)造立。 

江戸時代中期 享保１９年 １７３４ 長楽寺宝篋印塔(現在は小矢部市道林寺の南家所蔵)造立。 



江戸時代後期 享和 ３年 １８０３ 山森白山社境内の石造丌動明王造立。 

文政 ８年 １８２５ 石造四面地蔵(現在は丌動寺境内の観音堂内に安置)造立。 

天保年間  この頃、御坊山の石造六観音造立と考えられる。 

天保 ７年 １８３６ 門前の茶屋からの出火により、長楽寺は宺坊以外を全焼。仏像や

他の宝物等は、延焼前に持ち出された。その後、仮堂を建立。 

嘉永 ６年 １８５３ 砂坂の名号塔造立。(昭和６２年、現在地に移動) 

安政年間  この頃、倶利伽羅峠三十三観音造立と考えられる。 

明治時代 明治 ２年 １８６９ 神仏分離令により長楽寺廃寺。勝龍は十握喬として神職に専念。 

明治 ４年 １８７１ 長楽寺の仮堂を素戔嗚社とし、御影堂(現在の手向神社石殿)を摂

社御影社とする。 

明治 ５年 １８７２ 素戔嗚社を手向社と改称。 

明治 ６年 １８７３ 手向社を郷社に列す。 

手向神社より、長楽寺の木造仏を宝集寺、医王院等に譲渡。 

この頃、長楽寺の石仏も各所に譲渡されたと思われる。 

この頃、御影社(現在の手向神社石殿)壁面の仏像を削り落とした。 

明治 ７年 １８７４ 手向社を手向神社と改称。 

明治４１年 １９０８ 無格社辻宮八幡社を手向神社に合祀。 

大正時代    

昭和時代 昭和 ９年 １９３４ 十握家が倶利伽羅から竹橋に転住。 

昭和２４年 １９４９ 金山穆韶により、丌動寺創建。 

昭和２５年 １９５０ 丌動寺丌動堂(河内御真影奉安殿を移築)落成。 

昭和２６年 １９５１ 丌動寺白龍権現堂落成。 

昭和２８年 １９５３ 丌動寺本堂(卯辰山忠魂祠堂を移築)仮落成。 

手向神社より、丌動寺に木造倶利伽羅龍王を譲渡。丌動寺の本尊

とする。 

この頃、手向神社の木造本社社殿を解体し、御影社石殿を同地に

移建して本社にしたと思われる。 

四社権現石殿を修復。金山穆韶書が祭神名を刻んだ石柱を御神

体として納入。 

昭和３５年 １９６０ 丌動寺境内の整備に伴い、手向神社石殿を移建。 

昭和４７年 １９７２ 手向神社石殿を現在地に移建。木造の覆殿、幣殿、拝殿を建立。 

平成時代 平成１２年 ２０００ 四社権現石殿を修復。 

 

 

  



津幡町倶利伽羅 手向神社石造神殿 

国見山頂の四社権現石殿、左端が峰御前八幡社(手向神社と合わせて五社権現と称する) 

峰御前八幡社石殿裏面の銘文 

 (平成７年、平井一雄氏撮影） 

 

 

 

 

  



手向神社石鳥居残欠 手向神社石灯籠残欠 

手向神社石鬼面２点(石殿の屋根にあったもの) 

手向神社の石造大蛇(以前の御神体であろうか) 

手向神社の五輪塔 

(中坂路傍より移動) 

 

  

手向神社の狛犬 

(四社権現石殿手前にあったもの) 



津幡町倶利伽羅 不動寺の十一面観音 

(白山社の御神体と思われる) 
小矢部市松尾 路傍の蔵王権現 

(大峰座主社の御神体と思われる) 

津幡町倶利伽羅 不動寺の延命地蔵 

(愛宕社の御神体と思われる) 

小矢部市埴生 医王院の阿弥陀如来 

(峰御前八幡社の御神体と思われる) 

 

 

 



津幡町倶利伽羅中坂の勝手明神 

(勝手社御神体の石造虚空蔵菩薩) 
小矢部市埴生猿ケ馬場 猿ケ堂の神像 

(山王社御神体の石造大山咋命) 

津幡町倶利伽羅 辻宮八幡社の石殿 小矢部市埴生 医王院の石造狛犬三対 

(手向神社末社の狛犬であろうか) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第五代周傳墓標 第六代圭傳墓標 第十四代観秀墓標 

倶利伽羅中坂の六地蔵 不動寺境内の不動明王 

小矢部市埴生 医王院の不動明王 小矢部市道林寺 南家の宝篋印塔 

 

  

津幡町山森 白山社の不動明王 



小矢部市松永の路傍の馬頭観音、十一面観音、如意輪観音 

津幡町笠池ケ原の路傍の聖観音、千手観音、准胝観音 

御坊山の六観音   



四社権現石殿と御神体石像の合成イメージ 

峰御前八幡社(阿弥陀如来)     愛宕社(地蔵菩薩)     白山社(十一面観音)      大峰座主社(蔵王権現) 

 

本社・末社一覧（社号および祭神は、明治４年の『社号書上帳』による） 

社号 祭神 本地仏 御神体[現所在地] 旧鎮座地 現鎮座地 現御神体 
素戔嗚社式外 
 
 
七間四方(木造) 

素戔嗚尊 
 
養老二年勧請 

倶利伽羅不動 木造倶利伽羅不動 

 

[不動寺(本尊)] 

長楽寺 現存しない 
(天保７年焼失) 

御影社 
(手向神社) 
慶長十九年建立 
九尺四方 

素戔嗚尊 倶利伽羅不動 石造倶利伽羅不動 

→石造大蛇 

[手向神社] 

現在の和光塔
の位置 

長楽寺跡に移建 

神功皇后を合祀 

石造倶利伽羅不動 
峰御前八幡宮 
(峰御前八幡社) 
延宝五年建立 
四尺五寸*三尺五寸 

応神天皇 
相殿菅原利家郷 

阿弥陀如来 石造阿弥陀如来 

 

[医王院境内] 

国見山頂 国見山頂 

 

神号石柱 
愛宕社 
 
延宝五年建立 
三尺五寸*三尺 

軻遇突智命 将軍地蔵 石造延命地蔵 

 

[不動寺境内] 

国見山頂 国見山頂 

 

神号石柱 
白山社 
 
延宝五年建立 
三尺五寸*三尺 

菊理媛命 十一面観音 
 

石造十一面観音 

 

[不動寺境内] 

国見山頂 国見山頂 

 

神号石柱 
大峰座主社 
 
延宝五年建立 
三尺五寸*三尺 

国常立尊 蔵王権現 石造蔵王権現 

 

[小矢部市松尾路傍] 

国見山頂 国見山頂 

 

神号石柱 
日吉社 
(山王社) 
 
五尺*四尺五寸 

大山咋命 薬師如来 
または釈迦如来 

石造大山咋命 

 

[猿ケ堂内] 

猿ケ馬場 猿ケ馬場に猿ケ
堂が遺存 

石造大山咋命 

勝手社 
(勝手明神社) 
 
三尺*二尺五寸 

(神号不知)  石造虚空蔵菩薩 

 

[倶利伽羅中坂] 

猿ケ馬場 現存しない 

稲荷社 
 
 
三尺*二尺五寸 

倉稲魂命 荼枳尼天 
または観音 

不明 

 

[不動寺？] 

猿ケ馬場 現存しない 

辻宮八幡宮 
(辻宮八幡社) 
 
三尺*二尺五寸 

応神天皇 阿弥陀如来 不明 

 

[辻宮八幡社石殿内？] 

猿ケ馬場 手向神社に合祀 

和光塔横に石殿 

不明 
富士社 
 
 
六尺*五尺 

木花開耶媛命 大日如来 不明 

 

[不明] 

竹橋地内？ 倶利伽羅神社に
合祀 

不明 



文献に掲載されている写真 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
『歴史秘話 倶利伽羅峠』より 

 

『津幡町史』より 
当時の社殿は木造である。現在の手向神社の石殿は、右
の段を登った所に建てられているのだろうか。『加賀能
登史蹟の散歩』にも同様の写真が掲載されている。 

『津幡町史』より 
手向神社より不動寺に譲渡された木像。 
向って右が制吨迦童子、左が衿迦羅童子。
現在の手向神社御神体石像の手本である。 

『石川県の歴史散歩』より 
峰御前八幡社が左から２番目に建てられている。 

石殿の手前には２体の狛犬が置かれているので、
盗難に遭う前に撮影されたものである。 

『津幡町の文化財 第一輯』より 
長楽寺跡の標柱が建てられており、石造遺物が整然と置
かれている。しかし石造の大蛇が写っていない。不動寺
本堂が写っているが、手向神社覆殿の影がみられない。
昭和３８年以降、４７年以前に撮影されたものである。
『加賀能登史蹟の散歩』にも同様の写真が掲載されてい
る。 
 


